
論義名⽬ 声点付漢字索引稿（下）

岩⽥実乃利  王  曹傑   何  ⽴馨    久賀  朝 
臧  麗媛  ⾼橋 愛⼦  屠  潔群  中津 陽菜  
⻄川 美希  ⻄野  瑛  新⽥ 祥絵 

〔凡例〕 
１ この索引は『摩尼藏院左學頭御房論義名⽬』（六地藏寺善本叢刊 第六巻『中

世国語資料』汲古書院 1985）所出の声点付漢字を部⾸分類し、その部⾸と旁
の画数順に配列した索引である。同じ漢字のあらわれる例は、出現順に配列
した。 

２ 本⽂は「 」内に、振り仮名は（ ）内に、声点は〈 〉内に記した。本⽂の
判読できない⽂字は「□」で、振り仮名のない漢字は（―）で、声点の⽋け
たところ（判然としないもの）は〈○〉をもって記した。 

３ 差された声点は、その位置によって被注字の左下に差されたものを〈平〉、
左上を〈上〉、右上を〈去〉、右下を〈⼊〉とあらわした。また左辺中ほどの
声点は〈平軽〉、右辺中ほどの声点は〈⼊軽〉とした。横並びの双点（濁声点）
は、たとえば〈平濁〉〈⼊軽濁〉などと記した。わずかに縦並びの双点がみら
れるが、それらは、たとえば〈去新濁〉などと記した。 

４ 本⽂の漢字は、できるだけ影印本に近い字体のものを選んだが、異体・俗
体などがあらわれる場合はまとめて掲出した。その場合、それらがともに同
じ部に属するときは、その⼀⽅を⾒出しとする漢字のわきに（ ）で括って
⽰した。 

  新旧いずれかの字体で⽴項するときは、本⽂に⽤いられている⽅の字体を
採った。その際、⼀⽅を（）に括って⽰したところがある。 

   例 〔6糸〕経（經）    〔7 言〕誉（譽） 

５ ⼀漢字に⼆種の声点が差されている場合は、[  ]内に・で分けて記した。 
   例 〔7 車〕軽（輕） 「□尓輕慢〈◯平濁去[平・去]〉」 
６ 声点に傍記された「カル」「スユル」「スム」「ニコル」などは、※印のあとに注記

した。 
７ 本⽂に⽤いられた省⽂や略字などは、それぞれ本来の漢字表記にあらためた。 
８ 表出箇所は準拠した影印本の丁付と表裏（オ・ウ）表⽰にもとづき、さらに⾏数を

加えた。 
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1 
 

〔5 玄〕 
玄 

「幽⽞〈平上〉」2 オ 5 
「⽞極（ケンコク）〈去濁⼊濁〉」3 ウ 6 
「甚深⽞極〈平濁去濁去濁⼊濁〉」8 ウ 5 
「⼗六重⽞〈フ⼊濁⼊上濁上濁〉」12 ウ 4 
「造⽞海雲〈去濁上濁上平〉」19 ウ 7 
「⽞雲〈去濁平〉」 21 オ 7 

※「⽉成〈⼊濁去濁〉房、⽇ハワルキ
也」 

 
〔5 玉〕 
王 

「轉王宝器（――ノ――）〈去上平上〉」 
9 ウ 5 

「強幻王（カウケン―ナリ）〈平濁平濁去〉」 
12 オ 7 

「王⾂相□國〈去平去平濁⼊〉」15 オ 2 
「映王（―ニエイスル）〈去〇〉」22 ウ 2 
珎 

「圓珎〈去平〉」20 オ 1 
現 

「現⾝〈平濁去〉」5 オ 1 
「現瑞〈上濁平濁〉」※「⽞義」6 ウ 6 
「現前地〈平濁去濁◯〉」8 オ 2 
「現瑞加持〈平平濁上上濁〉」10 ウ 2 
「現瑞□疑〈平濁平濁去上濁〉」11 オ 5 
「現⾝説法〈平去濁⼊フ⼊〉」11 オ 6 
「現識〈平濁⼊〉」 

※「識」に「スム」13 ウ 5 
「麁現也〈上平濁〇〉」15 ウ 6 
「寒所現梵⼠（カン――ノ――） 

〈平平平濁平濁平軽濁〉」16 ウ 5 
「麁現⾏相〈上平濁去濁平〉」 

※「⾏」に「形歟」17 ウ 4 
 

理 

「理智〈平○〉」2 オ 1 
※「理」に「上」、「智」に「ト」 

「理⾝〈平〇〉」5 オ 1 
「理円〈平去〉」17 オ 8 
「空理〈去平〉」17 ウ 3 
「□理〈去〉」「リ(平)ヲ」19 オ 1 
「唯事⾮理〈去平濁上上〉」24 オ 5 
瑞 

「現瑞〈上濁平濁〉」「⽞義」6 ウ 6 
「現瑞加持〈平平濁上上濁〉」10 ウ 2 
「現瑞□疑〈平濁平濁去上濁〉」11 オ 5 
璽 

「秘密印璽（――イン―）〈平⼊平上〉」 
11 オ 5 

「印璽（インシ）〈平上〉」19 ウ 3 
瓉 

「⻑⽔⼦瓉（――ノシサン）〈平上上平〉」 
20 オ 5 

〔5 瓦〕 
瓦 

「⽡⽯頑然無知〈平濁⼊去濁平濁上上〉」 
23 ウ 3 

瓶 

「可如冩瓶〈平上［平・去］平〉」9 オ 4 
※「冩」の右に「寫」、下に「⽞義」 

「可如寫瓶〈平上上上〉」20 オ 1 
 
〔5 甘〕 
甘 

「⽢鏘鏌耶〈去平⼊濁上〉」9 ウ 6 
甚 

「甚深⽞極〈平濁去濁去濁⼊濁〉」8 ウ 5 
「深甚奥肯（――ノ――）〈平濁去濁去上〉」 

12 ウ 3 
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2 
 

〔5 生〕 
生 

「續⽣〈⼊濁去〉」2 オ 2  
※「常ニモ如此也」「續」に「去」 

「⽣⻑〈去平濁〉」2 オ 3 
「⽣處〈去○〉」3 オ 2 
「胎⽣（タイシヤウ）〈去上〉」3 ウ 5 
「四⽣〈平去〉」3 ウ 6 
「⾃⽣〈平濁上〉」5 ウ 1 
「共⽣（クウシヤウ）〈平濁去〉」5 ウ 2 
「無因⽣（ムイン―）〈上上上濁〉」5 ウ 2 
「並⽣〈去濁上〉」6 ウ 5 

※「⽣」に「スム」、左右に「空云當
寺ニハ如此他宗⽣〈上濁〉ト云也」 

「空云當寺ニハ如此他宗⽣〈上濁〉ト 
云也」6 ウ 5 

「經⽣〈去上濁〉」  ※「⽞同」7 ウ 4 
「轉⽣〈平去〉」    ※「空」7 ウ 5 
「轉⽣□〈平去濁◯〉」7 ウ 6 
「動執⽣疑〈平濁フ⼊去上濁〉」 

※「⽞同」9 ウ 1 
「異⽣□⽺⼼〈平上〇平上〉」10 ウ 3 
「⼗五菩薩唯修⽣ 

〈フ⼊濁上濁上濁○去上上〉」10 ウ 5 
「⼗六⽣〈○⼊去〉」 ※「余同」11 オ 1 
「⼗六⼤⽣〈○○去上濁〉」11 オ 1 
「⼆種⽣死〈平平上平濁〉」11 オ 1 
「反易⽣死〈平○上平新濁〉」11 オ 2 
「共潤⼀⽣〈平濁平⼊去〉」 

※「⽞義」11 オ 2 
「發業潤⽣（――ニン―） 

〈⼊フ⼊濁平去濁〉」11 オ 3 
「此死⽣彼〈平平去○〉」11 オ 4 
「預流七⽣（―――シヤウ）〈平上⼊上〉」 

11 オ 4 
「⼼相還⽣〈○平去濁上濁〉」11 ウ 5 

「⼈⽣本〈去上濁平〉」 
※「空云指⼼抄時」13 オ 3 

「潤業潤⽣〈平フ⼊濁平去濁〉」 
※「⽞同」14 オ 3 

「⼼轉⽣〈○平去〉」※「⽞□」14 ウ 1 
「分段⽣死〈平濁平濁上平濁〉」 

※「⽞同」14 ウ 5 
「反易⽣死〈○⼊上平濁〉」 

※「⽞同」14 ウ 5 
「⽀分⽣万〈上平濁上濁去〉 

（―――ノ―タラ〈上濁上〉）」14 ウ 7 
「約⽣所⽣⼋（―ル―ニ―――） 

〈〇去平去⼊〉」16 ウ 4 
「約⽣所⽣⼋（―ル―ニ―――） 

〈〇去平去⼊〉」16 ウ 4 
「⾮⽣万タラ〈上上上上濁上〉」17 オ 4 
「奇背⽣死⼈（――――ノ―） 

〈上上去平濁去〉」17 オ 7 
「⾔⽣〈上濁去〉」17 ウ 1 
「五重不⽣〈上濁上濁上上〉」17 ウ 2 
「並⽣〈去濁上〉」17 ウ 2 
「勝義⽣菩薩〈平平濁去上濁〉」18 オ 4 
「⽣死所植〈○○平⼊〉」18 ウ 1 
「濕化四⽣（――ノ――）〈⼊平平去〉」 

19 オ 7 
「後三相乃⾄下⽣〈平濁上平〇〇平濁去〉」 

22 オ 1 
「誕⽣〈平去濁〉」22 オ 2   
「智處⽣〈平平去濁〉」22 ウ 3 
「⽣（滅）初唱〈去⼊上上〉」22 ウ 6 
「天退⼊胎⽣胎下⽣ 

〈去平⼊去⼊去平濁去〉」24 オ 2 
「天退⼊胎⽣胎下⽣ 

〈去平⼊去⼊去平濁去〉」24 オ 2 
「⼀宗簡⽣（――ノカンセイ）〈○○平平〉」 

19 オ 3 
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〔5 用〕 
用 

「迷⽤（メイ―スル）〈去平軽〉」 
※「⽤」に「カル」2 オ 6 

「⽤⼼〈平○〉」3 オ 1 
「⾃受⽤⾝〈平濁平濁平上濁〉」4 ウ 7 
「他受⽤⾝〈○平濁平上濁〉」4 ウ 7 
「⽤捨〈平軽平〉」 

※「⽤」に「カル」5 ウ 7 
「⽤捨〈平上〉」5 ウ 7 
「迷⽤（―スル―ニ）〈去平軽〉」6 ウ 6 
「根互⽤〈〇上濁平〉」10 オ 3 
「識互⽤（ヨウ）〈〇上濁平〉」10 オ 3 
「宗通⽤（シウノツウ―）〈去上平〉」 

10 オ 6 
「出宗通⽤（―テシウ――ニ） 

〈〇去上平軽〉」 
※「出」の左下に「⼆」16 オ 1 

 
〔5 田〕 
 由 

「⾃由〈平濁平〉」 
※「依處カルニヨム」「⽞同」2 ウ 5 

「三⽥聲聞〈去上濁上上〉」11 ウ 4 
申 

「頻申奮動（ヒンシン――）〈上濁平平輕〉」 
※「動」に「カル」19 オ 3 

「頻申奮動〈上上平平濁〉」 
※「頻」の左上「⽞」「⽞―」19 オ 6 

男 

「男⼥⼆根〈去平平去〉」16 ウ 7 
界 

「法界〈⼊平〉」 
※「⾼野ニハホフカイト云也」7 オ 1 

「加持世界〈上上濁平平〉」8 ウ 5 
「加持世界〈◯上濁平平〉」8 ウ 5 

「普⾨法界〈平去⼊濁平〉」11 オ 4 
「尘道世界〈去濁○平平〉」11 オ 7 
「⼆智境界（――ノ――）〈平平平平濁〉」 

12 オ 4 
「殊特境界（――ノ――） 

〈上上濁平平濁軽〉」 
※「界」に「カル」12 オ 5 

「三千世界〈去上濁平平〉」 
※「⽞義」13 オ 6 

「境界熏〈○平濁上〉」  
※「⽞同」14 オ 5 

「即三界處離三界處 
〈⼊去平濁平上上平濁平〉」15 オ 5 

「即三界處離三界處 
〈⼊去平濁平上上平濁平〉」15 オ 5 

「法界之⾝（――ノ――）〈⼊平〇去〉」 
15 ウ 2 

畏 

「無畏施〈上平平〉」11 オ 2 
「無畏〈上平〉」19 ウ 3 
「無畏三蔵〈上上上平濁〉」19 ウ 6 
留 

「留難〈上○〉」3 オ 2 
畔 

「涯畔〈〇平濁〉」 
※「或本―如此」6 ウ 7 

「⾏涯畔〈平軽濁去濁平濁〉」 
※「諸本如此」「⾏」に「カル」17 オ 2 

「涯畔〈平濁平濁〉」17 オ 3 
異 

「差異〈上平〉」4 ウ 3 
「異⽣□⽺⼼〈平上〇平上〉」10 ウ 3 
「先德異義□（――ノ―――） 

〈〇〇平平濁〇〉」15 ウ 1 
「異⾝〈平去〉」17 オ 1 
「會異帰同〈平平上上濁〉」23 オ 3 

アクセント史資料研究会『論集』XVII（2022.2）

- 127 -



4 
 

略 

「⼤略（タイリヤク）〈去上〉」1 ウ 1 
「略短冊〈⼊上上濁〉」22 オ 6 
番 

「前番〈去上〉」21 ウ 7 
「後番〈平濁上濁〉」21 ウ 7 
「兩番〈〇上濁〉」21 ウ 7 
畫 

「構畫（コウクワ）〈○平濁〉」 
※「⽞同」14 ウ 4 

當 

「當經〈平去〉」1 オ 7 
「當機〈平上濁〉」3 ウ 4 
「契當〈平平〉」 

※「依所當ヲカルニヨム也」4 オ 2 
「配當（ハイタウ）〈上上〉」4 オ 4 
「寄當〈上平〉」 ※「⽞同」6 ウ 5 
「當情□〈平［上濁・去濁］平濁〉」 

※「情〈去濁〉」に「⽞義」12 ウ 6 
「當章〈〇上〉」21 ウ 7 
「當唱〈平上〉」21 ウ 8 
「當念〈〔平・去〕平〉」22 ウ 2 
 
〔5 疋〕 
疎 

「親疎（シンソ）〈去上〉」 
※「空義」4 オ 6 

「疎所縁（―シヨヱン）〈上平上〉」 
13 オ 1 

疑 

「疑殆（―タイ）〈上濁平〉」3 オ 6 
「虚疑〈○平濁〉」3 ウ 2 
「動執⽣疑〈平濁フ⼊去上濁〉」 

※「⽞同」9 ウ 1 
「現瑞□疑〈平濁平濁去上濁〉」11 オ 5 
「除疑天⼥〈上濁上濁上平〉」11 ウ 4 

「所疑〈平平濁〉」17 オ 1 
「貪嗔□慢疑〈去○○○上濁〉」18 オ 8 
「疑⼼修善⼈（――――ノ―） 

〈上濁上上平濁去〉」19 オ 5 
 
〔5 疒〕 
疾 

「速疾陰秘〈⼊⼊平平軽〉」11 ウ 5 
病 

「病藥同〈平濁⼊上〉」13 ウ 2 
癈 

「癈詮⾨〈平去上〉」10 オ 2 
「癈（―センヤ）〈去〉」18 ウ 6 
療 

「必已死⼈療（―――ノ―ヲ―コトハ） 
〈⼊平平去去〉」15 ウ 3 

 
〔5 癶〕 
登 

「登地〈去平濁〉」1 オ 7 
「梯登〈去上〉」4 ウ 5 
發 

「開⼝發聲〈平上上平〉」9 オ 6 
「發業潤⽣（――ニン―） 

〈⼊フ⼊濁平去濁〉」11 オ 3 
「發揮名躰（ハツ―シテ――ヲ） 
〈⼊平軽去平〉」 

※「揮」に「カル」12 ウ 1 
 
〔5 白〕 
白 

「⼀⽩三羯磨（イチヒヤクサンコンマ） 
〈⼊〇去平平〉」10 ウ 4 

百 

「百丈（ヒヤクチヤウ）〈⼊上濁〉」 
21 ウ 5 
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㒵（皃） 
「相㒵（―メウ）〈平去〉」1 オ 7 
「形㒵〈去濁上〉」6 ウ 6 
「形皃〈去濁上〉」17 オ 8 
皆 

「全皆義也（――ノ――）〈上濁去平濁○〉」 
23 オ 6 

 
〔5 皿〕 
益（益） 

「増益〈去⼊〉」 
※「増」「益」に「スム」7 オ 4 

「増益〈去濁⼊〉」7 ウ 3 
「無勢⼒〈上平⼊〉廣増益〈平去⼊〉」 

7 ウ 3 
「不饒益〈上上⼊〉」12 オ 2 
「増益損減〈去濁⼊平平濁〉」13 ウ 1 
「益信（ヤクシン）〈⼊平〉」20 オ 5 
「有増益（―――スルコト）〈○去濁⼊〉」 

23 ウ 5 
盛 

「盛紹（セイシヨウ）〈平去濁〉」 
※「如圓〈上上〉房」21 オ 6 

「天⼥□盛談（―――シヤウタン） 
〈去平○去濁上濁〉」23 オ 5 

盡 

「盡□深底〈平濁去濁去濁上濁〉」9 オ 1 
「理不盡〈〇上上濁〉」「⽞同」10 オ 7 
 
〔5 目〕 
目 

「垂拱君所摂⽑⽬（―ケウノ―――――） 
〈〇平〇〇〇平濁⼊〉」15 ウ 7 

※「余本⻑□⽬〈⼊濁〉ニコル」 
「明⽬者（―モク―）〈上⼊〇〉」16 オ 2 
「篇⽬〈上⼊〉」18 オ 3 

直 

「直徃〈⼊濁平〉」 
※「連續モ如此也」6 オ 6 

「直⼊〈⼊濁フ⼊〉」6 ウ 7 
「直満〈⼊濁上〉」※「満」に「上」7 オ 1 
盲 

「如聾如盲〈平平平平〉」「⽞―」22 オ 4 
相 

「相望〈平去〉」1 オ 3 
「相配〈平去〉」1 オ 5 
「相乱〈平去〉」1 オ 5 
「相㒵（―メウ）〈平去〉」1 オ 7 
「過去〈平平〉未來〈平去〉過來〈上平〉

ノ相□〈去平濁〉 過未〈上平〉倶ニ
⼤都此機徹ニヨム也」1 ウ 2 

「相⼨〈去平濁〉」1 ウ 5 
「義相〈平濁平〉」 

※「依處ニ相〈平〉ト重ク也」1 ウ 7 
「依衆ニ相〈平〉ト重ク也」1 ウ 7 
「⽂相〈去平濁〉」2 オ 2 
「相苻（サウフ）〈平上〉」3 オ 6 
「相類（サウルイ）〈上平〉」3 オ 7 
「明相〈上平〉」3 ウ 3 
「相⼰〈平去濁〉」  ※「⽞同」4 ウ 4 
「五相成⾝〈平濁平去濁上濁〉」 

※「⽞同」8 ウ 1 
「五相成⾝〈上濁上平濁平濁〉」 

※「聲与此同也」8 ウ 1 
「如来頂相〈上上平平〉」11 オ 6 
「代謝相推〈○平平平軽〉」 

※「推」に「カル」11 ウ 1 
「⼼相還⽣〈○平去濁上濁〉」11 ウ 5 
「観戚⾏相（――ノ――）〈○⼊濁平濁平〉」 

※「古本如此」13 ウ 2 
「性相兩宗〈平平○○〉」 

※「⽞同」「障㝵寛狡ニ聞」14 ウ 4 
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「離相凡凡（――――スル）〈上平平平〉」 
※「⻑享元」「⽞同 ⼊⾨□益ノ時 
聞ク⼗⽉晦⽇」14 ウ 5 

「王⾂相□國〈去平去平濁⼊〉」15 オ 2 
「⼜受⽤相海（―――ノ――ヲ） 

〈〇〇〇平上〉」16 オ 5 
「相分〈平平濁〉」17 ウ 1 
「知緣相同〈上[上・フ⼊]平上濁〉」 

17 ウ 3 
「麁現⾏相〈上平濁去濁平〉」 

※「⾏」に「形歟」17 ウ 4 
「故以相況結合〈平平平去⼊上濁〉」 

※「結合〈⼊フ⼊濁〉 ⽞義」18 オ 5 
「尊特相海⾝（―トウ――ノ―） 

〈去⼊濁平上去〉」19 オ 3 
「前五相（――ノ―）〈去濁〇〇〉」 

21 ウ 8 
「後三相乃⾄下⽣〈平濁上平〇〇平濁去〉」 

22 オ 1 
「離相丸丸（――――シテ）〈上平平平〉」 

22 オ 6 
「⻑時四相（――ノ――）〈去濁上濁平平〉」 

22 ウ 4 
「短時四相（――ノ――）〈上上濁平平〉」 

22 ウ 5 
「三似相〈去平平〉」23 オ 5 
真（眞） 

「真⾝〈去上濁〉」5 オ 2 
「真⾔教〈去上濁平〉」10 オ 2 
「真⾔⾏者〈去上濁平濁平濁〉」10 ウ 3 
「真⾔法教〈去上濁フ⼊平軽〉」 

※「教」に「カル」12 ウ 3 
「⾮真如外（―ス―――ニ）〈○去上○〉

※「ホカニアラス〈平上上平平平濁〉」 
14 ウ 4 

「真證法⾝〈去平濁⼊去〉」16 ウ 2 

「真實有（シンシチウ）〈去⼊濁平〉」 
18 オ 7 

「真空上⼈〈去上濁○○〉」20 ウ 7 
「全真〈上濁上濁〉」 

※「真⽞―」「清染 躰⽤」23 オ 6 
眼 

「凡眼（ホンケン）〈去濁平濁〉」6 オ 4 
「淨眼〈平濁平軽濁〉」 

※「眼」に「カル」22 オ 1 
瞿 

「瞿曇仙等〈上上濁平平〉」16 ウ 7 
 

〔5 矢〕 
知 

「准知〈上濁上〉」2 ウ 4 
「知問〈上上〉」3 ウ 6 
「正知〈平平軽〉」 

※「知」に「カル」5 オ 2 
「後知〈平濁平軽〉」 

※「知」に「カル」5 オ 2 
「可知〈平上〉」7 オ 3 
「得知〈⼊平〉」8 ウ 4 
「知識教道（――ノ――）〈上⼊去平濁〉」 

9 ウ 6 
「遍知院〈平上濁平〉」 

※「知〈平〉⽞義今度ハ替也」12 ウ 2 
「知〈平〉⽞義今度ハ替也」12 ウ 2 
「所應可知法（――――ノ―） 

〈平去平上○〉」13 オ 7 
「知緣相同〈上[上・フ⼊]平上濁〉」 

17 ウ 3 
「学者存知（――ノ――）〈〇〇去濁上〉」 

※「⽞―」22 オ 4 
「所知懐障〈平上平平〉」22 ウ 6 
「⽡⽯頑然無知〈平濁⼊去濁平濁上上〉」 

23 ウ 3 
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「任性無知為他（――――ヲ――ト） 
〈平平上上○○〉」23 ウ 6 

䂓 

「䂓模〈上平濁〉」1 ウ 1 
「䂓摸〈上○〉」19 ウ 7 
短 

「⻑短〈平上濁〉」1 ウ 5 
「短促〈上⼊〉」※「聲聞本書所⾒」4 ウ 4 
「短三句〈上去平濁〉」10 ウ 1 
「前後修短〈去濁平濁上上〉」11 ウ 4 
「⻑短⼆尺（―――ノ―）〈平上濁○⼊〉」 

12 オ 2 
「時分短促〈上濁平濁上○〉」 

※「嚴義聞ク」13 ウ 4 
「⻑短⽅圓〈去濁上去上〉」 

※「⽞同」13 ウ 7 
「⻑短⼆□□（―――ツノ――） 

〈平上濁○○○〉」※「⽞同」13 ウ 7 
「⼩短冊〈〇上上濁〉」22 オ 6 
「略短冊〈⼊上上濁〉」22 オ 6 
「廣短冊〈平上〔上濁・⼊軽濁〕〉」 

22 オ 6 
「短時四相（――ノ――）〈上上濁平平〉」 

22 ウ 4 
「淺智短便（――ノ――）〈平平平平軽〉」 

22 ウ 7 
 

〔5 石〕 
石 

「⽡⽯頑然無知〈平濁⼊去濁平濁上上〉」 
23 ウ 3 

斫 

「破斫〈平⼊軽〉」2 ウ 1 
研 

「細⼼研竅（サイシンケンキヤク） 
〈平去去⼊〉」9 ウ 2 

破 

「破斫〈平⼊軽〉」2 ウ 1 
「析破〈⼊平〉」 

※「破」に「カル」2 ウ 2 
「破⽂〈上上〉」6 ウ 1 
「⽴破⾸尾〈去平上上濁〉」11 オ 1 
「煩悩破障〈去濁平平平〉」22 ウ 5 
磨 

「⼀⽩三羯磨（イチヒヤクサンコンマ） 
〈⼊〇去平平〉」10 ウ 4 

「羯磨形〈⼊平上濁〉」14 ウ 7 
「羯磨竟（――キヤウ）〈平平平軽〉」 

※「竟」に「カル」17 ウ 7 
 

〔5 示〕 
示 

「表⽰〈○平濁〉」 
※「標〈去〉同也」2 ウ 7 

礼 

「複礼（フク―）〈⼊上〉」20 オ 6 
祇 

「三僧祇〈去上濁上濁〉」 
※「常如此也」13 オ 5 

「第⼆僧祇也〈去上濁○〉」24 オ 1 
神 

「⽺⾺神〈去平平濁〉」10 オ 6 
「神供散⽶（――ノサン―） 

〈去濁平濁平上〉」12 オ 5 
禅（禪） 

「禅林寺永觀（―――ノヤウクワン） 
〈去濁上○上平〉」 

※「永」に「アテ字也」20 オ 6 
「禅宗〈去濁上濁〉」 

※「宗(上)スム ⽞義」20 ウ 2 
「第⼆禅〈平濁平去濁〉」5 オ 3 
「初禅〈上上濁〉」5 オ 4 
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「第三禅〈平濁上上濁〉」5 オ 4 
「四禅⼋定〈平去濁⼊平濁〉」14 ウ 2 
「禅宗〈去濁上濁〉」21 ウ 6 
「尼練禅河〈上上上上濁〉」 

※「⽞―」22 オ 3 
 

〔5 禾〕 
秀  

「□秀〈去〉」20 ウ 6 
「政秀（シヤウ―）〈平去〉」21 オ 7 
和 

「常曉和尚〈去濁上上平〉」20 オ 5 
科 

「初ノ科假〈〇上平濁〉」10 オ 4 
「後ノ科假〈〇上平濁〉」10 オ 4 
「頼樹⼆⾨科（ラシユノ―――） 

〈上平濁平去上〉」22 ウ 2 
「三⾨科〈去上上〉」22 ウ 3 
秋 

「春夏秋冬（シユン―シフトウ） 
〈去上平上〉」19 オ 2 

秘 

「秘要〈平平〉」 
※「要」の右下に「トス」2 ウ 4 

「秘密印璽（――イン―）〈平⼊平上〉」 
11 オ 5 

「速疾陰秘〈⼊⼊平平軽〉」11 ウ 5 
移 

「位移轉故（―イテンスル―）〈○上平○〉」 
18 オ 8 

種 

「四種⾝〈平平上〉」 
※右下に「⽞」4 ウ 7 

「業種〈⼊濁平〉」7 ウ 6 
「⼆種⽣死〈平平上平濁〉」11 オ 1 
「善種⼋⼼（――ノ――）〈平濁平濁○去〉」 

※「古本」13 ウ 1 
「善種⼋⼼〈○平○○〉」※嚴云」13 ウ 1 
「潤業種（―スルコフ―ヲ）〈上⼊濁平〉」 

14 オ 6 
「乾亡種（カンマウノ―）〈平平平〉」 

14 オ 6 
「種⼦熏〈平平濁上濁〉」14 オ 6 
「新熏種⼦〈去上濁平平濁〉」 

※「⽞同」14 ウ 3 
「此兩種共以（―――トモニ―テ） 

〈〇〇平〇〇〉」15 ウ 8 
「種植（シユシキ）〈平⼊濁〉」18 オ 8 
「三種⽇之段（――ノヒノ――） 

〈去平濁去去○〉」※「⽞云」19 オ 6 
「種性⾼勝（――カウ―）〈平平濁去平〉」 

※「⼈名也」23 オ 5 
「三⼗⼆種因海〈去フ⼊濁平平去上〉」 

※「⽞同」23 オ 5 
「種⼦熏義（―――ノ―）〈平平濁上平濁〉」 

23 ウ 3 
穀 

「錢穀〈平⼊〉」17 オ 4 
穢 

「垢穢拭〈平上〇〉」 
※「穢」に「テノコヘハ」10 オ 7 

「穢⼟草庵〈平平濁平上〉」10 ウ 3 
「還来穢国〈去濁上上⼊〉」12 ウ 4 
「穢⼟草庵（――ノ―アン）〈平平濁上○〉」 

19 オ 4 
 

〔5 穴〕 
空 

「空⼼〈去上〉」  ※「⼼」に「スム」、 
「⼼空〈上濁○〉ニコル」2 オ 7 

「折空〈⼊上〉」3 オ 3 
「執空〈フ⼊上〉」3 オ 6 
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「躰空〈○上〉」 
※右下に「⽞義」3 オ 7 

「⼤空（タイクウ）〈去上〉」4 オ 6 
「陰上無⼈空（ヲン―――ノ―） 

〈平平濁上上〇〉」10 ウ 5 
「太虚空（タコクウ）〈平濁上上〉」 

11 ウ 2 
「⼈空法空〈去上濁⼊去〉」11 ウ 4 
「⼈空法空〈去上濁⼊去〉」11 ウ 4 
「躰法空〈上平上〉」12 オ 1 
「折法空〈上平上〉」12 オ 2 
「施空不⺒（セクウフシ）〈平去上平〉」 

12 オ 6 
「有空中〈上上上〉」 

※「三性前後説ノ時聞ル也」13 オ 3 
「有空中〈平去上〉」「南都」13 オ 4 
「□性空〈○平上〉」「⽞義」14 ウ 1 
「⼗⼋空〈フ⼊濁⼊上〉」17 オ 3 
「空理〈去平〉」17 ウ 3 
「空（―スル〈上濁上〉）〈上〉」18 ウ 4 
「湛若虚空〈上⼊上上〉」19 オ 1 
「湛若虚空（タン―――）〈平⼊上上〉」 

19 オ 2 
「真空上⼈〈去上濁○○〉」20 ウ 7 
「空處跡（――ノ―）〈去平濁⼊〉」 

21 ウ 4 
「跡處空（――ノ―）〈⼊平去〉」21 ウ 4 
「同空純⾊〈去濁上〔上濁・去濁〕⼊〉」 

22 ウ 5 
竅 

「細⼼研竅（サイシンケンキヤク） 
〈平去去⼊〉」9 ウ 2 

 
〔5 立〕 
立 

「標⽴（ヘウリフ）〈上フ⼊〉」 

※「⽞同」1 ウ 3 
「□⽴〈平フ⼊〉」5 オ 1 
「⽴破⾸尾〈去平上上濁〉」11 オ 1 
「⾃安⽴（――リウ）〈平濁平⼊軽〉」 

※「⽴」に「カル」12 オ 4 
「⽴義章（リフ――）〈フ⼊平濁上〉」 

23 オ 2 
「⽴法章（リウホウシヤウ）〈フ⼊フ⼊上〉」 

23 オ 2 
竒 

「竒捨〈平平〉」2 ウ 7 
「竒妙（キヘウ）〈上平濁〉」4 オ 4 
「竒同羅漢（―トウ――）〈上上上平〉」 

11 オ 2 
章 

「章䟽〈上平濁〉」 
※「住⼼論七巻有之也」7 ウ 5 

「⽂章〈平濁[平濁・上]〉」 
※「章」の声点に鉤引「古本」17 ウ 6 

「章段〈上〇〉」21 ウ 5 
「當章〈〇上〉」21 ウ 7 
「⽴義章（リフ――）〈フ⼊平濁上〉」 

23 オ 2 
「⽴法章（リウホウシヤウ）〈フ⼊フ⼊上〉」 

23 オ 2 
竟 

「羯磨竟（――キヤウ）〈平平平軽〉」 
※「竟」に「カル」17 ウ 7 

端 

「⾆端〈⼊濁去〉」2 オ 4 
「多端（―タン）〈上上〉」3 オ 7 
「⾔端〈上濁平〉」6 オ 3 
「端者（―ト〈平軽〉―）〈平軽濁○〉」 

18 ウ 5 
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〔6 竹〕 
符 

「⼈法奥符（フ）〈去フ⼊平上〉」9 ウ 2 
第 

「第⼆禅〈平平去濁〉」5 オ 3 
「第三禅〈平濁上上濁〉」5 オ 4 
「第⼀重〈平濁⼊上濁〉」11 ウ 3 
「第三重〈平去上濁〉」11 ウ 4 
「第六末（――ノ―ト）〈平濁⼊⼊〉」 

※「末」の右下に「ヨム也」13 オ 1 
「第三巻〈平濁上平濁〉」13 オ 4 
「第三劫〈平濁上フ⼊濁〉」13 オ 4 
「第三重〈平濁去上濁〉」13 オ 4 
「第⼋無衆依〈平濁⼊上平上〉」13 ウ 3 
「⾃性會第三重〈〇〇平平濁去上濁〉」 

※「如來⼀切處〈平〉也」15 ウ 5 
「第⼗住⼼（――ノ――）〈平濁フ⼊濁 

平濁去〉」18 ウ 2 
※「此時計第ノ字 平声也」「⽞云第⼗
〈フ⼊濁〉ナトヽ云時皆第ハ去声ナリ   
⼜云只⼀ツ第〈平〉ト云事有也 云云」 

「孫第（ソンテイ）〈平上〉」19 ウ 3 
「第⼀傳〈平濁⼊平〉」22 ウ 5 
「第⼆傳〈平濁平平〉」22 ウ 5 
「此時計第ノ字 平声也」18 ウ 2 
「⽞云第⼗〈フ⼊濁〉ナトヽ云時皆第ハ

去声ナリ ⼜云只⼀ツ第〈平〉ト云事
有也云云」18 ウ 2 

「⽞云第⼗〈フ⼊濁〉ナトヽ云時皆第ハ
去声ナリ ⼜云只⼀ツ第〈平〉ト云事
有也云云」18 ウ 2 

等（䓁） 

「等流⾝〈平上上〉」5 オ 2 
「䓁同流類〈平去濁上平〉」8 ウ 1 
「怨親平等〈去〇上平濁〉」9 オ 6 
「智悲平等菩薩〈平上上濁平○○〉」 

9 ウ 7 
「五義平等〈平濁平濁去濁平濁〉」11 オ 5 
「余法三等異（―ノ――ニ―ナリ） 

〈○⼊上平○〉」14 ウ 8 
「六度經謗⽅等經 

〈⼊平濁上平去濁平濁上〉」15 ウ 4 
「⼀⽚難等⾔置故經云（―ヘンノ――ノ 

―ヲ――――）〈⼊去平軽平上濁〇〇 
去平〉」 

※「⽞同」「難」に「カル」16 オ 2 
「瞿曇仙等〈上上濁平平〉」16 ウ 7 
「与其本等〈平上濁平平〉」22 ウ 4 
答 

「答案（タフ〈上上〉―スル）〈○平軽〉」 
※「案」に「カル」18 ウ 4 

「五重問答（――ノ―タフ） 
〈上濁上濁平⼊〉」24 オ 4 

筌 

「離筌蹄（レセンテイヲ）〈○平平輕〉」 
※「蹄」に「カル」19 オ 7 

算 

「松室中算（――ノ――）〈○○平上濁〉」 
20 ウ 1 

篇 

「篇⽬〈上⼊〉」18 オ 3 
篋 

「□梵篋下來（―――ヲチキタル） 
〈○平濁平○○〉」19 ウ 8 

簡 

「⼀宗簡⽣（――ノカンセイ）〈○○平平〉」 
19 オ 3 

 
〔6 米〕 
米 

「神供散⽶（――ノサン―） 
〈去濁平濁平上〉」12 オ 5 
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精 

「精要〈平上〉」6 オ 2 
糧 

「資糧（シリヤウ）〈上上〉」6 オ 4 
「資糧〈○上〉」17 ウ 8 
 
〔6 糸〕 
級 

「階級（カイキウ）〈去上〉」4 オ 5 
索 

「索多〈⼊上〉」7 オ 6 
純 

「同空純⾊〈去濁上〔上濁・去濁〕⼊〉」 
22 ウ 5 

紐 

「⾱紐（イチウ）〈上去〉」5 ウ 1 
細 

「細論〈平去〉」1 オ 4 
「細機〈平平〉」2 ウ 6 

※「依處機〈平軽〉トカルニヨム」 
「細⼼研竅（サイシンケンキヤク） 

〈平去去⼊〉」9 ウ 2 
経（經） 

「當經〈平去〉」1 オ 7 
「顕經〈平去〉」「⽞同」1 ウ 1 
「密經〈⼊去〉」1 ウ 2 
「□經〈○上濁〉」 

※「南都興福寺」4 ウ 3 
「□經〈○去〉」 

※「南都興福寺」4 ウ 3 
「經⽣〈去上濁〉」  ※「⽞同」7 ウ 4 
「經量部〈去上◯〉」8 オ 4 
「處胎經〈平去上〉」10 オ 3 
「今經宗〈〇去上濁〉」10 オ 4 
「此經余經〈平上上上〉」12 オ 5 
「此經余經〈平上上上〉」12 オ 5 

「聖位經（シヤウ――）〈○○上〉」 
13 オ 6 

「⼀經弄引（――ノ――）〈○去去上〉」 
※「同云抄ニ⾒タリ」14 ウ 6 

「六度經謗⽅等經 
〈⼊平濁上平去濁平濁上〉」15 ウ 4 

「六度經謗⽅等經 
〈⼊平濁上平去濁平濁上〉」15 ウ 4 

「 宗家以⽅經丸薬解（ ―――テホウ
―――ノ―ヲ）〈〇〇〇去上濁上濁〇
〇〉」15 ウ 3 

「⼀⽚難等⾔置故經云（―ヘンノ――ノ
―ヲ――――）〈⼊去平軽平上濁〇〇
去平〉」16 オ 2 
※「⽞同」「難」に「カル」 

「⼤乘了義經〈平濁去濁平平濁去〉」 
18 オ 4 

「随經演義不敢遣（違）越 
〈去濁上平平濁上○上○〉」23 ウ 1 

「初中⼆經〈上上平平〉」 
※「⽞同」24 オ 6 

終 

「終同〈平濁上濁〉」 
※右下に「聲去」4 ウ 2 

「終南⼭宗密（―――ノシウ―） 
〈〇〇〇上⼊〉」21 オ 2 

「終古（シウコ）〈〇平〉」 
※「摩空同」22 オ 2 

「為令追⽅終古〈○○上上去上〉」 
※「終」に「スム」23 ウ 2 

「終頓⼆教〈去濁平平平〉」 
※「⽞同」24 オ 4 

紹 

「盛紹（セイシヨウ）〈平去濁〉」 
※「如圓〈上上〉房」21 オ 6 
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累 

「衆⽣患累（――ノ――）〈○○平濁平軽〉」 
※「累」に「カル」16 ウ 7 

結 

「結合〈⼊上濁〉」 
※左下に「結合〈⼊軽フ⼊濁〉」6 ウ 4 

「結合〈⼊軽フ⼊濁〉」6 ウ 4 
「結縁機（ケチエンキ）〈⼊去上濁〉」 

※「⼩□機〈上〉ト□」10 オ 2 
「五重結護（――ケツコ）〈平濁上濁⼊平〉」 

11 ウ 7 
「故以相況結合〈平平平去⼊上濁〉」 

※「結合〈⼊フ⼊濁〉 ⽞義」18 オ 5 
「結合〈⼊フ⼊濁〉 ⽞義」18 オ 5 
絶 

「絶離〈⼊濁平〉」1 ウ 4 
 ※「依處ニ離〈平軽〉ハカルニヨム也」 
「絶⾔（セツコン）〈⼊濁上濁〉」4 オ 5 
続（續） 

「續⽣〈⼊濁去〉」 
※「常ニモ如此也」「續」に「去」（「⽣」 
にあるべきか）2 オ 2 

綱 

「兩綱〈上平〉」2 ウ 2 
「以⼗綱衆⽑摂（―――ヲ――ヲセツ） 

〈〇フ⼊濁去濁上上⼊〉」15 オ 1 
綜 

「錯綜（サクタウ）〈⼊平〉」17 ウ 6 
綴 

「綴⽂（テイモン）〈平去〉」3 オ 3 
練 

「尼練禅河〈上上上上濁〉」 
※「⽞―」22 オ 3 

縁 

「縁論〈去上〉」3 オ 2 
「諸縁〈上上〉」3 オ 4 

「所縁〈平去〉」3 オ 5 
「縁詮〈平平〉」「古本同」4 ウ 4 
「攀縁〈去上〉」7 オ 7 
「攀縁〈去上〉」 

※「摩尼ハイツモ如此也云云」7 オ 7 
「攀縁〈平去〉」 

※「⽞云事相ニハ攀縁〈去上〉云へ
トモ教相ニハ慧縁〈平去〉ト云ニ同
ジテ云也 私云此義□□□□可決之」 

7 ウ 1 
「⽞云事相ニハ攀縁〈去上〉云へトモ教

相ニハ慧縁〈平去〉ト云ニ同ジテ云也 
私云此義□□□□可決之」7 ウ 1 

「⽞云事相ニハ攀縁〈去上〉云へトモ教
相ニハ慧縁〈平去〉ト云ニ同ジテ云也 
私云此義□□□□可決之」7 ウ 1 

「結縁機（ケチエンキ）〈⼊去上濁〉」 
※「⼩□機〈上〉ト□」10 オ 2 

「中智縁覚〈去平去⼊〉」11 ウ 3 
「共分縁起〈平濁平濁去平〉」12 オ 4 
「親所縁（シンシヨヱン）〈去平濁上〉」 

12 ウ 7 
「疎所縁（―シヨヱン）〈上平上〉」 

13 オ 1 
「九上縁〈[上・平]平濁去〉」13 オ 1 
「縁謝〈去平濁〉」14 ウ 3 
「縁照⽆漏反易〈去上濁上平平⼊〉」 

※「縁照」に訓合符 16 オ 3 
「知緣相同〈上[上・フ⼊]平上濁〉」 

17 ウ 3 
「縁詮〈上〇〉」21 ウ 5 
「⾃果親因縁（――ノ―――） 

〈平濁平去上上〉」23 ウ 4 
「縁⽽不了為起（――――ナルヲ――ト） 

〈去上上平○○〉」23 ウ 6 
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縄 

「□縄⿇〈〇上〉」 
※「□⿇ト□□□」10 オ 1 

繁 

「繁釼（ハンシ□）〈去濁上濁〉」4 オ 3 
「定繁星（――ノ―） 

〈平濁[平濁・去濁]○〉」23 オ 1 
「業繋苦（コフケク）〈⼊濁平平〉」 

22 オ 7 
「亦⾮業繋（――コフケ）〈⼊上フ⼊濁平〉」 

22 オ 7 
「業繋（コウケ）〈フ⼊濁平〉」22 オ 7 
「⾮業繋相⼨（―コフ―ノ――） 

〈〇〇平〇〇〉」※「ト云也」22 ウ 1 
纔 

「纔⾒者（――ノ―）〈平平◯〉」7 オ 6 
 

〔6 网〕 
羅 

「鉢羅奢佉（ハラシヤキヤ）〈上上上上〉」 
5 ウ 3 

「（興福寺ニハ）羯羅藍〈平平平〉」5 ウ 4 
「森羅（――タリ）〈平平〉」 

※「⽞同」7 オ 6 
「竒同羅漢（―トウ――）〈上上上平〉」 

11 オ 2 
「森羅万法〈平平平フ⼊濁〉」 

※「⽞同⼼□被尺之時」14 オ 1 
「森羅〈平上〉」14 オ 1 
「新羅惠超（――ノ―チウ）〈去上平去〉」 

20 ウ 2 
 

〔6 羊〕 
羊 

「⽺⾺神〈去平平濁〉」10 オ 6 
「異⽣□⽺⼼〈平上〇平上〉」10 ウ 3 

着 

「着保〈⼊濁平軽〉」2 ウ 3 
「咸着衆機〈去濁⼊濁上平濁〉」9 オ 7 
「對着外境（―チヤク――ニ） 

〈平⼊濁平濁平軽〉」※「⽞同」18 オ 4 
義 

「義相〈平濁平〉」 
※「依處ニ相〈平〉ト重ク也」1 ウ 7 

「義同〈平濁上濁〉」2 オ 4 
「義翻（キホン）〈平濁去〉」2 オ 6 
「奥義〈去平濁〉」2 ウ 6 
「義准〈平濁平濁〉」 ※「摩尼蔵院ハ名 
⽬尺⽂イツレモ如此也」6 オ 7 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁上濁平濁
上濁◯〉」 ※「⽞同」8 ウ 2 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁平濁平濁 
上濁⼊〉」8 ウ 2 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁平濁平濁 
上濁⼊〉」8 ウ 3 

「本性如然義（――――ノ―） 
〈平平濁上平濁〇〉」9 ウ 6 
「智⾨五義（――ノ――）〈平上○平濁軽〉」 

※「義」に「カル」11 オ 5 
「五義平等〈平濁平濁去濁平濁〉」11 オ 5 
「案義□（―スルニ――ヲ）〈上平濁平軽〉」 

※「□」に「カル」12 ウ 1 
「無⾔□義（――ノ――）〈上上濁上平濁〉」 

12 ウ 1 
「義⾨多途〈平濁去上上〉」 

※「⽞同」「⻑享⼆正⽉⼗七」14 ウ 5 
「三本同之義（―――ノ――） 

〈去平○○平〉」15 オ 7 
「先德異義□（――ノ―――） 

〈〇〇平平濁〇〉」15 ウ 1 
「義趣少異也〈平濁平〇〇〇〉」 

※「少」に「スコシ〈平上平〉」15 ウ 2 
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「可有⼆義〈○○平平濁〉」16 ウ 6 
「勝義⽣菩薩〈平平濁去上濁〉」18 オ 4 
「⼤乘了義經〈平濁去濁平平濁去〉」 

18 オ 4 
「義操（キサウ）〈平濁去〉」20 オ 2 
「摂得義⾨（――ノ――）〈⼊⼊平濁去〉」 

22 オ 4 
「⽴義章（リフ――）〈フ⼊平濁上〉」 

23 オ 2 
「全皆義也（――ノ――）〈上濁去平濁○〉」 

23 オ 6 
「随經演義不敢遣（違）越 

〈去濁上平平濁上○上○〉」23 ウ 1 
「種⼦熏義（―――ノ―）〈平平濁上平濁〉」 

23 ウ 3 
「集義随⽂〈平濁平濁去濁上〉」 

※「古同」23 ウ 7 
群 

「群星〈去濁平〉」7 オ 6 
「群機嘉會〈去濁上上平〉」 

※「⽞同」13 オ 5 
羯 

「（興福寺ニハ）羯羅藍〈平平平〉」5 ウ 4 
「⼀⽩三羯磨（イチヒヤクサンコンマ） 

〈⼊〇去平平〉」10 ウ 4 
「羯磨形〈⼊平上濁〉」14 ウ 7 
「⽆⼆主道⾥法羯⼆万（―――――ホカ
ツノ――）〈上平平平濁平軽フ⼊⼊平去〉」 

※「⾥」に「カル」15 オ 2 
「羯磨竟（――キヤウ）〈平平平軽〉」 

※「竟」に「カル」17 ウ 7 
 
〔6 羽〕 
翅 

「⾦翅⿃〈去上濁上〉」16 ウ 1 
習 

「習近（シフコン）〈フ⼊濁平濁軽〉」 
※右下に「近〈去濁〉」、下に「⽞義
两種外□ノ⽂□也」4 オ 3 

「偏習（ヘンシフ）〈去フ⼊濁〉」6 オ 4 
「傳習（テンシフ）〈去濁上濁〉」6 オ 5 
「無始串習（シフ）〈上平平〇〉」9 ウ 1 
「習（シフ）〈⼊軽濁〉」17 ウ 4 
「業識熏習〈⼊濁⼊去⼊濁〉」24 オ 7 
「根本熏習〈去平濁上⼊濁〉」24 オ 7 
「根本業識熏習〈○○○⼊○⼊濁〉」 

24 オ 8 
翠 

「如翠帳君〈〇去〇〇〉」15 ウ 5 
翼 

「⽋翼⽋□等解説〈⼊⼊⼊去○○○〉」 
※「⽌観□起」24 オ 1 

「⽚翼（―ンヨク）〈○⼊〉」24 オ 1 
翻 

「義翻（キホン）〈平濁去〉」2 オ 6 
「旧翻〈平去〉」2 ウ 1 
「翻傳〈去平濁〉」19 ウ 7 
 
〔6 老〕 
者 

「智者〈平平軽〉」 
※「者」に「カル」5 ウ 7 

「愚者〈上濁平〉」5 ウ 7 
「真⾔⾏者〈去上濁平濁平濁〉」10 ウ 3 
「諸仁者（モロモロニン―）〈○去平〉」 

11 ウ 1 

「端者（―ト〈平軽〉―）〈平軽濁○〉」 
18 ウ 5 

「官⼈時史者（―――シモノハ） 
〈去上○上上〉」19 オ 8 

「学者存知（――ノ――）〈〇〇去濁上〉」 
※「⽞―」22 オ 4 
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〔6 而〕 
而 

「⽽摂不摂〈上フ⼊上フ⼊〉」22 オ 4 
「縁⽽不了為起（――――ナルヲ――ト） 

〈去上上平○○〉」23 ウ 6 
耎 

「麁⾔耎語（ソコンナンコ） 
〈上上濁上上濁〉」11 ウ 2 

「耎根〈平去〉」21 ウ 7 
 
〔6 耳〕 
耳 

「掩⽿鳴鐘（ヱンシノメセウ） 
〈上上濁平平〉」※「⽞同」13 オ 4 

「掩⽿（――ト）〈平平〉」13 オ 5 
「掩⽿鳴鐘（ヱンシノメイ―ヲ）〈上上〉」 

24 オ 4 
耶 

「薩迦耶⾒（サツカヤケン）〈⼊上濁上上〉」
9 ウ 5 

「⽢鏘鏌耶〈去平⼊濁上〉」9 ウ 6 
聖 

「聖智特⾼（――ノ――）〈平平⼊濁去〉」 
※「⾼」に「スム」9 オ 6 

「醍醐聖宝（――ノ――）〈〇〇平上濁〉」 
21 オ 1 

「聖憲〈平去〉」 
※「第四院務定琳房」21 オ 5 

「聖智特⾼（――トツカウ）〈平平⼊濁去〉」 
22 ウ 8 

聚 

「邪不⼆聚〈上濁上平平濁〉」22 オ 6 
聡（聰） 

「世智弁聡難〈平平平濁平濁平軽〉」 
※「聡」に「ノ」、「難」に「カル」 

14 ウ 6 

聞 

「名聞〈去上〉」7 ウ 3 
「多聞部〈上上◯〉」 

※「多」の右上に「⼋」8 オ 4 
「聲聞地〈去上平濁〉」10 オ 3 
「三⽥聲聞〈去上濁上上〉」11 ウ 4 
「⾒⾊聞聲〈平⼊去上〉」 

※「⽞同」「聲」に「スム」13 ウ 3 
聴（聽） 

「聴許〈平濁平〉」 
※「聲云聴〈平〉トスム也」4 ウ 1 

「聴法〈平フ⼊濁〉」6 オ 2 
聲 

「開⼝發聲〈平上上平〉」9 オ 6 
「聲聞地〈去上平濁〉」10 オ 3 
「三⽥聲聞〈去上濁上上〉」11 ウ 4 
「⻑聲連讀〈上上平⼊濁軽〉」12 オ 1 
「⻑聲讀之（チヤウシヤウトクシ） 

〈平平⼊濁上〉」12 オ 6 
「⾒⾊聞聲〈平⼊去上〉」 

※「⽞同」「聲」に「スム」13 ウ 3 
「打静聲（チヤウセイシヤウ）〈平去上〉」 

23 オ 2 
 聾 

「如聾如盲〈平平平平〉」「⽞―」22 オ 4 
 
〔6 聿〕 
肇 

「肇論（テウロン）〈平濁平〉」4 オ 4 
 
〔6 肉〕 
肯 

「深甚奥肯（――ノ――）〈平濁去濁去上〉」 
12 ウ 3 

「廢詮談肯〈平去上濁上濁〉」12 ウ 6 
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胤 

「奚胤部（ケイイン―）〈去上◯〉」8 オ 5 
胎 

「胎⽣（タイシヤウ）〈去上〉」3 ウ 5 
「處胎經〈平去上〉」10 オ 3 
「胎卵〈去上〉」19 オ 6 
「天退⼊胎⽣胎下⽣ 

〈去平⼊去⼊去平濁去〉」24 オ 2 
「天退⼊胎⽣胎下⽣ 

〈去平⼊去⼊去平濁去〉」24 オ 2 
背 

「奇背⽣死⼈（――――ノ―） 
〈上上去平濁去〉」17 オ 7 

能 

「能詮〈去上〉」1 ウ 2 
「能含〈去上濁〉」 

※「⽞云 ⻑云 ⽚⼝説云 能含〈上 
上濁〉所含〈平去濁〉」1 ウ 3 

「⽞云 ⻑云 ⽚⼝説云 能含〈上上濁〉 
所含〈平去濁〉」1 ウ 3 

「堪能〈去上〉」 
※「能」の右下に「ナリ」2 ウ 6 

「能帰〈去上〉」3 オ 3 
「能遣〈去上〉」3 オ 5 
「能宗〈去上〉」3 ウ 5 
「能宗〈去上濁〉」3 ウ 6 
「能觀〈去上〉」3 ウ 6 
「能難〈去平〉」7 オ 4 
「能兼所兼〈去上平去〉」 

※「⽞同 奉⼀得有ニ聞ル也」7 ウ 4 
「能待所待〈去上濁平上濁〉」 

※「⾨亦所⼊ノ時聞ル也」7 ウ 6 
「能含所含〈上上濁平去濁〉」9 ウ 5 

※「⽞云⻑此時ハイツモ能ト上聲ニ 
被仰」 

「能起所起〈去〇平平カル〉」9 ウ 6 

「能加所加〈去上平上〉」10 ウ 7 
「能囲饒〈去上平〉」12 ウ 4 
「能印⿃（――ノ―）〈去平平〉」21 ウ 4 
「⼆智倶具⼆能（――――ス――） 

〈○○○○平平軽〉」23 ウ 8 
※「能」に「カル」「⼆智證」「慈⾏
ノ釈ニハ替也」 

 
〔6 臣〕 
臣 

「倍⾂（ハイシン）〈平濁平軽〉」 
※「⾂」に「カル」5 ウ 6 

「王⾂相□國〈去平去平濁⼊〉」15 オ 2 
 
〔6 自〕 
自 

「⾃由〈平濁平〉」 
※「依處カルニヨム」「⽞同」2 ウ 5 

「⾃名〈平濁上〉」4 オ 5 
「⾃受⽤⾝〈平濁平濁平上濁〉」4 ウ 7 
「⾃性⾝〈〇平上濁〉」5 オ 3 
「⾃在〈平濁平濁〉」5 ウ 1 
「⾃⽣〈平濁上〉」5 ウ 1 
「道宗⾃然（――ノ――）〈平濁去平濁去〉」 

8 オ 7 
「⾃在宮中〈平平濁上◯〉」8 ウ 7 
「⼤⾃在宮中〈平濁平濁平濁上◯〉」 

※「⽞同」8 ウ 7 
「延促⾃在〈平⼊濁平平濁〉」9 オ 4 
「⾃安⽴（――リウ）〈平濁平⼊軽〉」 

※「⽴」に「カル」12 オ 4 
「専求⾃利〈平上濁平濁平〉」13 ウ 3 
「専求⾃利〈去上濁平濁平〉」 

※「⽞同」「菩提⼼論時聞」14 オ 4 
「本來⾃性清浄涅槃〈平去平濁平平平濁

⼊去〉」 ※「云々」15 オ 4 
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「⾃⾃為⾃（―ミツカラ――）〈平濁○○
平軽濁〉」※「為」に「シ」「⾃」に
「ヲ」 

19 オ 4 
「⾃⾃為⾃（―ミツカラ――）〈平濁○○

平軽濁〉」19 オ 4 
※「為」に「シ」「⾃」に「ヲ」 

「⾃果親因縁（――ノ―――） 
〈平濁平去上上〉」23 ウ 4 

 
〔6 至〕 
至 

「⾄要〈平平〉」2 ウ 5 
「⾄実（シシツ）〈上⼊濁〉」4 オ 5 
「所⾄〈平平軽〉」 

※「⾄」に「カル」7 オ 4 
「未⾄地〈平上平濁〉」12 ウ 7 
「従淺⾄深〈去濁平平去濁〉」 

※「⽞同」12 ウ 7 
「⾄相（シアウ）〈上○〉」20 オ 7 
致 

「⼀致〈⼊平軽〉」 
※「致」に「カル」、「⽞同」6 ウ 3 

「⼈法⼀致〈去⼊軽⼊上〉」9 オ 2 
「本論幽致（――ノ――）〈平平平上〉」 

23 オ 1 
臺 

「臺実〈上濁〇〉」21 ウ 5 
 
〔6 舌〕 
舌 

「⾁⾆〈○⼊軽濁〉」 
※「⾆」に「セツ」「カル」2 オ 2 

「⾆端〈⼊濁去〉」2 オ 4 
 
 

〔6 艮〕 
良 

「良證〈平平〉」 
※右下「トス〈平上〉」中央下「所ヨル」 

左下「證〈平軽〉カル」2 オ 7 
「良賁（リヤウヒ）〈平上濁〉」20 オ 7 
「圓良〈去平〉房」21 オ 4 
「良慶（リヤウケイ）〈平去〉」21 オ 5 
「良殿〈平去濁〉」21 オ 6 
 
〔6 色〕 
色 

「⾊形〈⼊去濁〉」2 オ 1 
「⾊天〈⼊去〉」5 オ 3 
「顕形衆⾊〈平去濁上⼊〉」9 オ 1 
「⾒⾊聞聲〈平⼊去上〉」 

※「⽞同」「聲」に「スム」13 ウ 3 
「同空純⾊〈去濁上〔上濁・去濁〕⼊〉」 

22 ウ 5 
 

〔6 艸〕 
花 

「莖葉花菓〈去○上上〉」12 オ 7 
「同⼀蓮花〈去濁⼊去上濁〉」16 ウ 4 
「花遊院〈上上平〉」21 オ 6 
苑 

「覚苑（―ヲン）〈⼊上〉」20 オ 4 
苦 

「苦因〈平去〉」2 ウ 4 
「怨憎會苦〈去上濁平平濁〉」10 ウ 3 
「麁苦映奪（――ヱイタツセラレ） 

〈〇平去⼊濁〉」16 ウ 3 
「受苦報（――ノ―ニ）〈平濁平平軽〉」 

※「報」に「カル」16 ウ 5 
「業繋苦（コフケク）〈⼊濁平平〉」 

22 オ 7 
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茎（莖） 
「莖葉花菓〈去○上上〉」12 オ 7 
若 

「若提⼦（ニヤタイ―）〈平去濁平〉」 
5 ウ 1 

「湛若虚空〈上⼊上上〉」19 オ 1 
「湛若虚空（タン―――）〈平⼊上上〉」 

19 オ 2 
苻 

「苻會（フヱセリ）〈平平軽〉」 
※「會」に「カル」3 オ 5 

「相苻（サウフ）〈平上〉」3 オ 6 
「奥苻〈平上〉」3 ウ 7 
「須陁會天苻同⾝（――――――ノ―） 

〈上上濁平上平上〇〉」15 オ 8 
草 

「草本〈上平〉」6 オ 3 
「穢⼟草庵〈平平濁平上〉」10 ウ 3 
「草本㐬（サウホンノシヨ）〈〇〇平〉」 

10 ウ 3 
「千草万⽊〈平上去濁［上濁・⼊濁］〉」 

12 ウ 2 
「穢⼟草庵（――ノ―アン）〈平平濁上○〉」 

19 オ 4 
荘（莊） 

「仏荘嚴蔵〈⼊濁去上濁平濁〉」9 オ 7 
※「佛□蔵〈平濁〉ヨムコヱ此ヒノキ也」 
「莊嚴三昧〈去上濁上濁平〉」19 オ 5 
荷 

「荷澤ノ記〈平軽○平軽〉」23 オ 4 
華 

「華嚴三昧〈去上濁上濁平〉」12 ウ 3 
菓 

「莖葉花菓〈去○上上〉」12 オ 7 
「⼀菓〈⼊上〉」21 ウ 7 
 

菊 

「蘭菊〈去⼊〉」  ※「⽞同」4 ウ 5 
菩 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁上濁平濁
上濁◯〉」    ※「⽞同」8 ウ 2 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁平濁平濁
上濁⼊〉」8 ウ 2 

「⼀切義成就菩薩〈⼊平軽平濁平濁平濁
上濁⼊〉」8 ウ 3 

「地涌菩薩（――ノ――）〈平濁去平濁〉」 
10 オ 6 

「智増菩薩〈平去濁上濁〉」10 ウ 1 
「悲増菩薩（――ノ――）〈上上濁〇〇〉」 

10 ウ 1 
「⼗五菩薩唯修⽣ 

〈フ⼊濁上濁上濁○去上上〉」10 ウ 5 
「頓證菩提〈平平上濁○〉」12 ウ 5 
「淺⾏菩薩（――ノ――）〈平平濁上〇〉」 

※「⾏」に「カル」16 オ 4 
「勝義⽣菩薩〈平平濁去上濁〉」18 オ 4 
葉 

「迦葉佛〈上上⼊濁〉」※「南都」14 オ 4 
「迦葉佛〈上上⼊濁〉」 

※「摩尼」「⽞同」14 オ 4 
「迦葉婆佛〈上上上濁⼊濁〉」 

※「⽞同」14 オ 4 
「六葉〈⼊輕[上・フ⼊]〉」 

※「六」に「カル」「スユル」19 ウ 6 
「七葉〈⼊上〉」19 ウ 7 
「⼋葉〈⼊○〉」19 ウ 8 
蓋 

「除蓋障〈上濁上平〉」13 オ 5 
蓮 

「同⼀蓮花〈去濁⼊去上濁〉」16 ウ 4 
蕑 

「断蕑〈去平〉」「⼻同」1 ウ 5 
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「蕑去〈◯平〉」7 オ 2 
蔵（藏） 

「庫蔵〈上平濁〉」7 オ 2 
「法蔵部〈フ⼊平濁◯〉」8 オ 6 
「仏荘嚴蔵〈⼊濁去上濁平濁〉」9 オ 7 

※「佛□蔵〈平濁〉ヨムコヱ此ヒノキ也」 
「⾦剛宝蔵〈去上濁平平濁〉」9 ウ 2 

※「⽞云⽥各題ノ時計如此也論議時ハ 
⾦剛宝蔵〈去上濁平平濁カル〉也」 

「⽞云⽥各題ノ時計如此也論議時ハ ⾦
剛宝蔵〈去上濁平平濁カル〉也」9 ウ 2 

「三蔵教〈〇平濁平〉」10 ウ 1 
「蔵通別圓〈平濁去⼊濁去〉」10 ウ 1 
「轉識□蔵識〈平⼊⼊平濁⼊〉」 

※「識」に「スム」13 ウ 4 
「三蔵教〈去平濁平〉」23 オ 4 
「無畏三蔵〈上上上平濁〉」19 ウ 6 
「⼤廣智三蔵〈平濁平平上平〉」20 オ 7 
蔽 

「無六蔽（―シ―ヘイ）〈〇⼊平〉」 
16 ウ 6 

「六根蔽〈⼊去平軽〉」 
※「蔽」に「カル」17 オ 3 

薄 

「薄伽〈⼊上濁〉」14 ウ 1 
「薄伽梵（―カホン）〈平上濁○○〉」 

14 ウ 1 
薬（藥） 
「丸薬〈上濁⼊濁〉」「⼀ツ云時モ如此」 

2 オ 4 
「□〈去〉藥〈⼊〉ノ諸〈上〉尊〈上〉」 

12 ウ 5 
「病藥同〈平濁⼊上〉」13 ウ 2 

※「藥病同 此ハ□□ノ名⽬也」 
薮（藪） 

「婆薮〈上濁上〉」22 オ 2 

薩 

「⼀切義成就菩薩 
〈⼊平軽平濁平濁平濁上濁⼊〉」8 ウ 2 

「⼀切義成就菩薩 
〈⼊平軽平濁平濁平濁上濁⼊〉」8 ウ 3 

「薩迦耶⾒（サツカヤケン） 
〈⼊上濁上上〉」9 ウ 5 

「地涌菩薩（――ノ――）〈平濁去平濁〉」 
10 オ 6 

「智増菩薩〈平去濁上濁〉」10 ウ 1 
「悲増菩薩（――ノ――）〈上上濁〇〇〉」 

10 ウ 1 
「⼗五菩薩唯修⽣ 

〈フ⼊濁上濁上濁○去上上〉」10 ウ 5 
「⾦剛薩埵〈去上濁⼊上〉」 

※「薩埵」に「サタ」10 ウ 6 
「勝義⽣菩薩〈平平濁去上濁〉」18 オ 4 
藍 

「（興福寺ニハ）羯羅藍〈平平平〉」5 ウ 4 
蘂 

「鬢蘂（ヒンスイス）〈上濁上濁〉」2 ウ 1 
蘭 

「蘭菊〈去⼊〉」「⽞同」4 ウ 5 
 
〔6 虍〕 
虚 

「對虚（―［コ・キヨ］）〈平軽上〉」 
3 ウ 1 

「虚暗（キヨアン）〈上平〉」6 オ 5 
「虚假法也（コケノ――）〈上平フ⼊○〉」 

11 オ 4 
「太虚空（タコクウ）〈平濁上上〉」 

11 ウ 2 
「反化虚境〈平平濁上平〉」12 オ 3 
「虚乾（コカン）〈上平濁〉」 

※「發⼼識躰双帋ニ有之」14 ウ 2 
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「□虚存實識〈〇上上濁⼊濁⼊〉」15 オ 5 
「湛若虚空〈上⼊上上〉」19 オ 1 
「湛若虚空（タン―――）〈平⼊上上〉」 

19 オ 2 
「壑虛無物（カツ―――）〈⼊上上⼊〉」 

17 ウ 3 
處 

「別處〈⼊濁平軽〉」 
※「處」に「カル」1 ウ 4 

「處胎經〈平去上〉」10 オ 3 
「指⼀處（―サハ――ヲ）〈〇⼊平カル〉」

※「處」に「ヲ」10 オ 7 
「如幻虚假（―ケンコケ）〈上平濁上○〉」 

11 オ 3 
「即三界處離三界處 

〈⼊去平濁平上上平濁平〉」15 オ 5 
「即三界處離三界處 

〈⼊去平濁平上上平濁平〉」15 オ 5 
「空處跡（――ノ―）〈去平濁⼊〉」 

21 ウ 4 
「跡處空（――ノ―）〈⼊平去〉」21 ウ 4 
「指別處（―ハ――）〈〇⼊濁平軽〉」 

※「處」に「カル」22 ウ 1 
「智處城〈平平去濁〉」22 ウ 3 
「智處⽣〈平平去濁〉」 

※「余本如此」22 ウ 3 
 

〔6 虫〕 
融 

「鎔融〈去上〉」  ※「容同」1 ウ 7 
蛍（螢） 

「螢⽕（ケイクワ）〈上平〉」2 ウ 6 
 

〔6 血〕 
衆 

「衆実〈○⼊濁〉」2 オ 6 

「⼤衆部〈平濁平◯〉」8 オ 5 
「顕形衆⾊〈平去濁上⼊〉」9 オ 1 
「咸着衆機〈去濁⼊濁上平濁〉」9 オ 7 
「衆成就〈平上濁○〉」 

※「衆〈上〉⽞義」11 ウ 3 
「第⼋無衆依〈平濁⼊上平上〉」13 ウ 3 
「五衆和合有⼈法 

〈平濁平上フ⼊濁平○フ⼊〉」14 ウ 6 
「五衆和合有⼈法 

〈上濁上上フ⼊濁○○○〉」14 ウ 6 
「以⼗綱衆⽑摂（―――ヲ――ヲセツ） 

〈〇フ⼊濁去濁上上⼊〉」15 オ 1 
「衆多〈上上〉」18 オ 1 
 
〔6 行〕 
行 

「傍⾏〈去濁平濁〉」1 オ 4 
「遠⾏地〈去平濁◯〉」8 オ 2 
「易⾏道（イ――）〈上平濁平濁〉」10 オ 5 
「真⾔⾏者〈去上濁平濁平濁〉」10 ウ 3 
「⾏⽀無明（――ノ――）〈平濁上上上〉」 

12 オ 6 
「邪⾏相智〈○平濁○○〉」12 ウ 7 
「観戚⾏相（――ノ――）〈○⼊濁平濁平〉」 

※「古本如此」13 ウ 2 
「淺⾏菩薩（――ノ――）〈平平濁上〇〉」 

※「⾏」に「カル」16 オ 4 
「⾏儀由也（――ノ――）〈去濁上濁○○〉」 

16 オ 4 
「⾏涯畔〈平軽濁去濁平濁〉」 

※「諸本如此」「⾏」に「カル」17 オ 2 
「⾏迹（カウシヤク）〈去[上・⼊]〉」 

17 ウ 3 
「⾏迹〈去⼊〉（カウセキ）」17 ウ 3 
「麁現⾏相〈上平濁去濁平〉」 

※「⾏」に「形歟」17 ウ 4 
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「部⾏〈平濁上濁〉」18 オ 6 
「真⾔⾨諸⾏〈○○○上平濁〉」19 オ 5 
「流⾏（ルキヤウス）〈上上濁〉」19 オ 6 
「⾏狀（―シヤウ）〈去濁上濁〉」19 ウ 3 
「修持⾏儀〈上上濁上上濁〉」 

※「⽞義」20 オ 2 
「那伽⾏在定等（――――――ノ） 

〈○上濁上濁上濁上濁○〉」23 ウ 2 
衛（衞） 

「衛世（ヱイセイ）〈去去〉」5 ウ 1 
 
〔6 衣〕 
表 

「表德〈上⼊〉」1 オ 3 
「表之字也（―ノ―――）〈上〇〇〇〉」 

15 ウ 2 
「四万所表〈平去平上〉」17 オ 5 
「表制集（――シフ）〈平去フ⼊〉」 

※「集」に「スム」19 ウ 5 
被 

「所被機〈平平濁上〉」10 オ 2 
「正被教因⼈（―――ノ――） 

〈平平平去上〉」15 オ 7 
補 

「梵補天（ホンフ）〈平濁平濁上〉」 
※「補」に「ニコル」5 オ 3 

「代補〈去濁平〉」17 ウ 6 
裏 

「内裏（タイリ）〈平濁平〉」3 ウ 3 
複 

「複礼（フク―）〈⼊上〉」20 オ 6 
 
〔6 襾〕 
西 

「⻄⼭部（サイセン―）〈平去◯〉」8 オ 5 
「東⻄⼆前〈去上濁平上濁〉」22 ウ 4 

要 

「詮要〈上平〉」1 ウ 6 
「秘要〈平平〉」 

※「要」の右下に「トス」2 ウ 4 
「⾄要〈平平〉」2 ウ 5 
「要⼼〈平去濁〉」2 ウ 7 
「精要〈平上〉」6 オ 2 
「津要（シンヨウ）〈平平軽〉」21 ウ 6 
覆 

「反覆（―フク）〈去⼊〉」6 ウ 5 
「本覆（ホン―）〈平軽⼊軽〉」 

※「本」に「カルニスユル」、「覆」 
に「カルニスユル」    4 オ 1 

「往覆（［ワウ・ユ］［フク・カヘル］） 
〈上⼊〉」4 オ 4 

 
〔7 見〕 
見 

「纔⾒者（――ノ―）〈平平◯〉」7 オ 6 
「薩迦耶⾒（サツカヤケン）〈⼊上濁上上〉」 

9 ウ 5 
「⾒⾊聞聲〈平⼊去上〉」 

※「⽞同」「聲」に「スム」13 ウ 3 
覚 

「中智縁覚〈去平去⼊〉」11 ウ 3 
「覚苑（―ヲン）〈⼊上〉」20 オ 4 
「覚超（―セウ）〈⼊去〉」20 オ 6 
「覚顕房（カクケン―）〈⼊去○〉」 

※「⼗輪院義⽂明⼗九五⽉ニ聞之」 
21 オ 4 

「⼤和國坪坂房覚〈〇〇〇〇〇去濁⼊〉」 
21 ウ 1 

「覚顕〈去〇〉」21 ウ 1 
「始覚修成〈平⼊平去濁〉」22 オ 5 
「始覚情有〈平⼊上濁平〉」22 ウ 2 
「始覚情有〈上上上平〉」22 ウ 3 
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「成妄覚躰（――ノ――）〈去濁平⼊平軽〉」 
23 オ 6 

親 

「親疎（シンソ）〈去上〉」 
※「空義」4 オ 6 

「怨親平等〈去〇上平濁〉」9 オ 6 
「親所縁（シンシヨヱン）〈去平濁上〉」 

12 ウ 7 
「愛慢為四親近（―――メ―――） 

〈平去〇平去平濁〉」16 ウ 6 
「親迷〈去平濁〉」17 ウ 8 
「宗親（ソウシン）〈平平軽〉」 

※「圓良〈去平〉房」21 オ 4 
「親得（―トク）〈去上〉」22 オ 2 
「世親摂論〈平去フ⼊平〉」22 オ 5 
「親所依故〈去平上〇〉」 

※「⽞―」22 ウ 1 
「親所依故〈去平濁上平〉」22 ウ 1 
「親所依〈去平上〉」22 ウ 7 
「宝殊親得〈○○去上〉」23 オ 7 
「親弁〈去上濁〉」23 ウ 4 
「⾃果親因縁（――ノ―――） 

〈平濁平去上上〉」23 ウ 4 
観（觀） 

「樓観〈去平〉」1 ウ 7 
「観⾨〈平去〉」2 オ 3 
「観⼼〈○去濁〉」2 オ 7 
「應観（ヲウ―）〈去上〉」3 オ 1 
「能觀〈去上〉」3 ウ 6 
「所観〈○平〉」3 ウ 7 
「上々智観〈平濁平濁平平〉」11 ウ 3 
「中道正観〈去平濁平平濁軽〉」 

※「観」に「ニコル」12 オ 2 
「遊観無漏〈上上上平〉」13 ウ 3 
「有縁観之相〈〇〇平〇〇〉」16 オ 4 
「觀⾨〈平去〉」17 オ 3 

「禅林寺永觀（―――ノヤウクワン） 
〈去濁上○上平〉」 

※「永」に「アテ字也」20 オ 6 
「觀⼼〈〇〇〉」 

※「実悟〈⼊濁平濁〉房」21 オ 7 
「貞觀寺（チヤウ――）〈平濁平濁平濁〉」

※「□信〈去平〉摩蓮 ⽞同」21 ウ 1 
 
〔7 角〕 
解 

「配解（ハイケ）〈去平濁〉」4 オ 2 
「解尺髣髴〈〇〇平上濁〉」9 オ 4 

※「髴」の左「ニコル」、右「摩尼」 
「⽔中⽔上解〈平平上［上・平濁］〇〉」 

16 オ 1 
触（觸） 

「觸境（ソツ―）〈⼊平〉」 
※「空義 五字能造」17 オ 6 

「觸境隨⼀（ソク―ノ――）〈⼊平去濁⼊〉」 
※「⽞義」17 オ 7 

 
〔7 言〕 

言 

「⾔⼼〈上濁上〉」1 オ 3 
「⾔語〈去濁平濁〉」1 オ 3 
「⾔詮〈上濁上〉」1 オ 3 
「⾔惣〈上濁平〉」1 オ 4 
「重⾔〈平濁上濁〉」※「⾔」に「上」1 オ 5 
「□⾔〈平上濁〉」4 オ 1 
「絶⾔（セツコン）〈⼊濁上濁〉」4 オ 5 
「⾦⾔（―コン）〈平上濁〉」6 オ 1 
「⾔端〈上濁平〉」6 オ 3 
「不⾜⾔〈平⼊去濁〉」8 ウ 4 
「不⾜⾔（――ケン）〈上⼊軽平濁〉」 

※「仏⼦開合時仰ラル⽞―漢⾳也」 
8 ウ 4 
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「五⾔⼗⼼〈平濁去濁フ⼊去〉」9 オ 2 
「真⾔教〈去上濁平〉」10 オ 2 
「真⾔⾏者〈去上濁平濁平濁〉」10 ウ 3 
「⾔辞句逗（コン――トウ） 

〈去濁平濁○平〉」11 オ 4 
「麁⾔耎語（ソコンナンコ） 

〈上上濁上上濁〉」11 ウ 2 
「有⾔義（――ノ―）〈平去濁○〉」 

12 オ 7 
「無⾔□義（――ノ――）〈上上濁上平濁〉」 

12 ウ 1 
「真⾔法教〈去上濁フ⼊平軽〉」 

※「教」に「カル」12 ウ 3 
「⼀⽚難等⾔置故經云（―ヘンノ――ノ 

―ヲ――――）〈⼊去平軽平上濁〇〇去 
平〉」※「⽞同」「難」に「カル」16 オ 2 

「⼀⾔半句〈⼊上濁平平〉」16 ウ 5 
「⾔偏〈上濁去〉」17 オ 8 
「⾔⽣〈上濁去〉」17 ウ 1 
「⼆⾔□（―コンノ―）〈平去濁○〉」 

19 オ 8 
「□⾔〈○上濁〉」  ※「⽞同」24 ウ 1 
計 

「不勝計〈〇去平濁〉」 
※「勝」に「去イツモ此也」10 オ 7 

「計狹（ケキヨウ）〈平去〉」21 ウ 8 
記 

「別記〈⼊濁平軽〉」 
※「記」に「カル」4 ウ 2 

「通果無記〈去〇上平濁〉」9 オ 5 
「楞伽懸記（―――キ）〈○○平濁平〉」 

19 オ 4 
「荷澤ノ記〈平軽○平軽〉」23 オ 4 
訓 

「雅訓（カクヰン）〈上濁平〉」 
※「古本如此」6 オ 7 

許 

「聴許〈平濁平〉」 
※「聲云聴〈平〉トスム也」4 ウ 1 

「微塵許法（―――ノ―）〈上上濁平○〉」 
12 ウ 6 

「微尘許（――コ）〈上上濁平〉」13 オ 5 
「忍許〈平平〉」17 ウ 8 
訳（譯） 

「宋訳法護（――ノ――）〈平⼊フ⼊平濁〉」 
22 ウ 8 

詞 

「此指法詞也（―ハ――――） 
〈○上フ⼊○○〉」23 ウ 2 

詔 

「勑詔（チヨクセウ）〈⼊平輕濁〉」 
※「⽞ハ詔(去濁)□」19 ウ 5 

「⽞ハ詔(去濁)□」19 ウ 5 
該 

「釋此該⼤⼩〈〇平去濁平濁平〉」 
※「ト〈平軽〉カル」16 オ 3 

誠 

「誠證〈去濁平〉」2 オ 4 
「誠説〈去濁⼊〉」2 オ 5 
詮 

「⾔詮〈上濁上〉」1 オ 3 
「能詮〈去上〉」1 ウ 2 
「所詮〈平去〉」1 ウ 2 
「詮要〈上平〉」1 ウ 6 
「縁詮〈平平〉」「古本同」4 ウ 4 
「癈詮⾨〈平去上〉」10 オ 2 
「依詮⾨〈上上上〉」12 オ 3 
「廢詮⾨〈平去上〉」12 オ 5 
「廢詮談肯〈平去上濁上濁〉」12 ウ 6 
「遮⼆詮⼀〈平平上［上・⼊］〉」 

※「⼼⽉輪被尺之時」14 オ 2 
「遮⼆詮⼀〈上平上⼊〉」14 オ 3 
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「縁詮〈上〇〉」21 ウ 5 
誉（譽） 

「光明⼭重誉（――ノセンノテウヨ） 
〈去上上平平〉」20 オ 4 

「重誉（テウヨ）〈平平〉」24 ウ 2 
語 

「⾔語〈去濁平濁〉」1 オ 3 
「麁⾔耎語（ソコンナンコ） 

〈上上濁上上濁〉」11 ウ 2 
読（讀） 

「⻑聲連讀〈上上平⼊濁軽〉」12 オ 1 
「⻑聲讀之（チヤウシヤウトクシ） 

〈平平⼊濁上〉」12 オ 6 
説 

「説⽂〈⼊去〉」1 ウ 6 
「誠説〈去濁⼊〉」2 オ 5 
「説假部〈⼊平◯〉」8 オ 6 
「説出世部〈⼊⼊平◯〉」8 オ 6 
「⼀説部〈⼊⼊◯〉」8 オ 6 
「分配説⽂〈平濁去⼊去〉」9 オ 3 
「現⾝説法〈平去濁⼊フ⼊〉」11 オ 6 
「正所説〈平平⼊軽〉」12 ウ 5 
「密印品所説也〈⼊平平濁平⼊軽〇〉」 

※「説」に「カル」15 オ 5 
「説聽儀式〈⼊〇〇〇〉」 

※「⽞同」「聽」に「輕重依所」15 ウ 1 
「随⽂散説〈去濁上平⼊濁〉」24 オ 5 

※「⽂段テハ随⽂散説云 此ハ略題 
ノ時⽃也 ⽞義」 

誘 

「誘引〈平平〉」5 ウ 5 
諸 

「諸縁〈上上〉」3 オ 4 
「□藥諸尊（――ノ――）〈去⼊上上〉」 

12 ウ 5 
「諸化〈○平〉」18 オ 3 

「真⾔⾨諸⾏〈○○○上平濁〉」19 オ 5 
諍 

「諍論〈平濁去〉」17 ウ 7 
誕 

「誕⽣〈平去濁〉」22 オ 2 
談 
「廢詮談肯〈平去上濁上濁〉」12 ウ 6 
「天⼥□盛談（―――シヤウタン） 

〈去平○去濁上濁〉」23 オ 5 
調 

「世⾔時ハ尓也 ⾏法ノ時ハ調伏〈平⼊〉 
也」7 ウ 4 

「調巻〈平平〉」「テウクワン」7 ウ 5 
論 

「傍論〈去濁上〉」1 オ 4 
「細論〈平去〉」1 オ 4 
「勿論（モチ―）〈⼊平軽〉」 

※「論」に「カル」1 オ 4 
「尅論〈⼊去〉」1 オ 4 

※「或時⼜論〈平軽〉ト カル聞ル也 
 ⽞義」 

「或時⼜論〈平軽〉ト カル聞ル也 ⽞義」 
1 オ 4 

「縁論〈去上〉」3 オ 2 
「肇論（テウロン）〈平濁平〉」4 オ 4 
「據全通論〈上上濁去上〉」8 ウ 6 
「挙勝為論〈◯平◯上〉」8 ウ 7 
「諍論〈平濁去〉」17 ウ 7 
「三論家〈去平上濁〉」20 ウ 1 
「無性摂論〈上平フ⼊平〉」22 オ 4 
「世親摂論〈平去フ⼊平〉」22 オ 5 
「三論家〈去平上濁〉」22 ウ 6 
「本論幽致（――ノ――）〈平平平上〉」 

23 オ 1 
「釈論末師〈○平⼊上〉」 

※「⽞云⾼野スヱノ師ト云也」24 オ 2 
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謂 

「謂情（イシヤウ）〈平上濁〉」 
※「⽞⼊位□或□義時聴聞スル也」7 オ 5 
「提謂（タイイ）〈去濁平〉」22 オ 2 
講 

「講演（カウヱン）〈上平〉」6 ウ 1 
謝 

「代謝相推〈○平平平軽〉」 
※「推」に「カル」11 ウ 1 

「縁謝（――スレハ）〈○上〉」14 ウ 3 
「縁謝〈去平濁〉」14 ウ 3 
謗 

「誹謗〈上平〉」6 ウ 7 
「六度經謗⽅等經 

〈⼊平濁上平去濁平濁上〉」15 ウ 4 
「⼤幻謗（――ノソシリ）〈平濁平濁〇〉」 

22 オ 1 
謬 

「迷謬（メイメウ）〈去平〉」18 オ 4 
識 

「本識〈平⼊濁〉」 
※「識」に「ニコル」7 オ 3 

「意識（――ノ――）〈平⼊平濁平〉」 
8 ウ 4 

「轉識〈平⼊〉」8 ウ 4 
「識⼤普遍〈⼊◯◯平〉」 

※「⽞同」8 ウ 6 
「知識教道（――ノ――）〈上⼊去平濁〉」 

9 ウ 6 
「識互⽤〈〇上濁平〉」10 オ 3 
「六七⼆識〈⼊⼊平⼊軽〉」11 ウ 2 
「五重唯識〈平濁上濁上⼊〉」13 オ 7 
「五重唯識（――ノ――）〈平濁上濁去⼊〉」 

13 オ 7 
「轉識得智〈平⼊濁⼊平〉」 

※「南都興福寺」13 ウ 4 

「轉識□蔵識〈平⼊⼊平濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 4 

「轉識□蔵識〈平⼊⼊平濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 4 

「現識〈平濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「以位轉識〈平上平⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識得智〈平⼊⼊平〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識業識〈平⼊⼊濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識業識〈平⼊⼊濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「本識〈平⼊濁〉」13 ウ 6 
「轉識〈平⼊濁〉」 

※「識」に「ニコル」13 ウ 6 
「七轉識〈⼊平⼊濁〉」 

※「識」に「ニコル」13 ウ 6 
「前六識〈去濁⼊⼊〉」 

※「⽞同」14 オ 5 
「傳送識〈平濁平⼊〉」 

※「識」の右下「スム」「⽞同」14 オ 6 
「業識熏〈○⼊上〉」14 オ 6 
「六⼋⼆識〈○⼊平⼊〉」14 ウ 2 
「□虚存實識〈〇上上濁⼊濁⼊〉」15 オ 5 
「傳送識〈○平⼊〉」「⽞同」24 オ 7 
「業識熏〈○⼊上〉」24 オ 7 
「業識熏習〈⼊濁⼊去⼊濁〉」24 オ 7 
「根本業識熏習〈○○○⼊○⼊濁〉」 

24 オ 8 
證 

「證⽂〈平去〉」1 ウ 7 
「誠證〈去濁平〉」2 オ 4 
「全證（セン―）〈平濁平軽〉」 

※「證」に「カル」2 オ 6 
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「良證〈平平〉」2 オ 7 
※「所ヨル證〈平軽〉カル」 

「證〈平軽〉カル」2 オ 7 
「證㨿（シヨウコ）〈平上〉」4 オ 2 
「證果〈平平濁〉」 

※「果」に「スエル」6 オ 7 
「頓證菩提〈平平上濁○〉」12 ウ 5 
「頓證無上〈○平濁上平濁〉」12 ウ 5 
「頓證仏位〈平平濁⼊濁平〉」12 ウ 5 

※「⽞云説草ノ時⻑□如此ヨマレ□ 
也」 

「真證法⾝〈去平濁⼊去〉」16 ウ 2 
「□證〈○平〉」18 ウ 6 
「信證僧正〈平平濁去平濁〉」 

※「清禅師 遷禅師」20 ウ 2 
議 

「不思議幻〈上○平濁平濁〉」12 オ 4 
護 

「五重結護（――ケツコ）〈平濁上濁⼊平〉」 
11 ウ 7 

「宋訳法護（――ノ――）〈平⼊フ⼊平濁〉」 
22 ウ 8 

讃 

「讃决〈去上〉（―ケツス〈上上平〉）」 
18 ウ 4 

「⽂殊讃印〈去上濁平平軽〉」 
※「印」に「カル」22 ウ 8 

 
〔7 谷〕 

谷 

「鐘⾕（セウコク）〈平軽⼊〉」 
※「⾕」に「⼊」2 オ 2 

 

〔7 豕〕 

象 

「⾐象〈○平濁〉」2 オ 2 

豪 

「豪信（カウシン）〈去濁平〉」 
※「頼瑜ノ初⼼ノ実名」21 オ 3 

「頼豪〈平去濁〉」 
※「⾏⼼房」21 オ 7 

 
〔7 貝〕 
貞 

「貞元錄（――ノ―）〈平平濁⼊輕〉」 
19 ウ 5 

「貞觀寺（チヤウ――）〈平濁平濁平濁〉」 
※「□信〈去平〉摩蓮 ⽞同」21 ウ 1 

財 

「有財〈平平濁〉」1 オ 6 
「財施〈去濁平〉」3 オ 4 
「傳教付財〈平平濁平平濁〉」9 オ 5 
貪 

「貪嗔□慢疑〈去○○○上濁〉」18 オ 8 
貧 

「貧□（ヒ―）〈平○〉」4 オ 1 
「貴賤貧富（―――フ）〈平平平平〉」 

※「⽞同」「潤業潤⽣ニ聞也」14 オ 2 
貴 

「貴賤（キセン）〈平平〉」4 オ 1 
「貴賤貧富（―――フ）〈平平平平〉」 

※「⽞同」「潤業潤⽣ニ聞也」14 オ 2 
資 

「資⻑〈上上濁〉」2 ウ 2 
「資糧（シリヤウ）〈上上〉」6 オ 4 
「資糧〈○上〉」17 ウ 8 
「末資〈⼊上〉」「⽞義」19 ウ 2 
「末資〈⼊濁上〉」「⽞義」20 ウ 3 
「末資〈⼊濁平〉」「摩尼」20 ウ 3 
賁 

「良賁（リヤウヒ）〈平上濁〉」20 オ 7 
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賎（賤） 

「貴賤（キセン）〈平平〉」4 オ 1 
「貴賤貧富（―――フ）〈平平平平〉」 

※「⽞同」「潤業潤⽣ニ聞也」14 オ 2 
質 

「離質⾹（――ノ―）〈上⼊濁去〉」 
10 オ 1 

「即質⾹（セツ）〈〇〇〇〉」10 オ 1 
「質影双存〈⼊平平去濁〉」11 ウ 7 
賞 

「賞〈上〉（シヤウシテ〈上上上上濁平〉）」 
17 オ 4 

「賞〈去〉（―スルニ〈上濁○○〉）」 
18 ウ 6 

賢 

「信賢〈平去濁〉」18 オ 2 
「⼤普賢地〈平濁平去濁平濁〉」10 ウ 5 
「三賢〈去上濁〉」16 ウ 1 
「普賢機（――ノ―）〈平去濁上〉」 

22 ウ 8 
 
〔7 走〕 

起 

「⽣起（―キ）〈〇平〉」 
※「摩尼ノ義」5 オ 1 

「集起〈⼊濁平〉」 
※「⽞同三細七⼋ノ時聴聞之」7 ウ 2 

「能起所起〈去〇平平カル〉」9 ウ 6 
「能起所起〈去〇平平カル〉」9 ウ 6 
「後起⽉初（ノチニタツツキノハジメ） 

〈平濁〇⼊濁上〉」10 ウ 6 
「共分縁起〈平濁平濁去平〉」12 オ 4 
超 

「覚超（―セウ）〈⼊去〉」20 オ 6 
「新羅惠超（――ノ―チウ）〈去上平去〉」 

20 ウ 2 

趣 
「義趣少異也〈平濁平〇〇〇〉」 

※「少」に「スコシ〈平上平〉」15 ウ 2 
「為實相宗趣息患（―――――ト――ヲ） 

〈〇〇〇去上⼊平〉」16 オ 6 
「不⼆趣⼊（――――スル）〈上平平フ⼊〉」 

23 ウ 1 
 
〔7 足〕 

足 

「圓⾜〈去⼊濁〉」7 オ 7 
「不⾜⾔〈平⼊去濁〉」8 ウ 4 
「不⾜⾔（――ケン）〈上⼊軽平濁〉」8 ウ 4 

※「仏⼦開合時仰ラル⽞―漢⾳也」 
跡 

「空處跡（――ノ―）〈去平濁⼊〉」 
21 ウ 4 

「⿃跡（―シヤク）〈平⼊〉」21 ウ 4 
「跡處空（――ノ―）〈⼊平去〉」21 ウ 4 
践（踐） 

「踐歩〈上平〉」  ※「⻑本 同」1 オ 6 
䟽 

「章䟽〈上平濁〉」 
※「住⼼論七巻有之也」7 ウ 5 

蹄 

「離筌蹄（レセンテイヲ）〈○平平輕〉」 
※「蹄」に「カル」19 オ 7 

踰 

「踰城（ユシヤウ）〈上上濁〉」22 オ 1 
 

〔7 身〕 

身 

「別⾝〈⼊濁上〉」2 ウ 2 
「四⾝〈平去〉」4 ウ 6 

※「⾝」に「去」、下に「イツモ此ヨ
ム也 四⽅配⽴准也 此ハ摩尼義也」 
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「四⾝〈○上〉」4 ウ 6 
※「⽞義四⾝〈去〉配⽴ 時⽃去声ニ  

云ト仰ラルヽ也」  
「⾃受⽤⾝〈平濁平濁平上濁〉」4 ウ 7 
「雜類⾝〈フ⼊濁平上〉」4 ウ 7 
「他受⽤⾝〈○平濁平上濁〉」4 ウ 7 
「四種⾝〈平平上〉」 

※右下に「⽞」4 ウ 7 
「三⾝〈去上濁〉」4 ウ 7 
「應⾝〈平去濁〉」4 ウ 7 
「□⾝〈平去〉」5 オ 1 
「現⾝〈平濁去〉」5 オ 1 
「四⾝（――ノ）〈〇去〉」 

※「⾝」右に「カトハ所ニヨル」5 オ 1 
「法⾝〈⼊去〉」5 オ 1 
「⼼⾝〈〇去〉」5 オ 1 
「真⾝〈去上濁〉」5 オ 2 
「報⾝〈平去〉」5 オ 2 
「反化⾝〈平平濁上〉」5 オ 2 
「等流⾝〈平上上〉」5 オ 2 
「智⾝〈平去〉」5 オ 2 
「應化⾝〈平平上〉」5 オ 2 
「⾃性⾝〈〇平上濁〉」5 オ 3 
「五相成⾝〈平濁平去濁上濁〉」 

※「⽞同」8 ウ 1 
「五相成⾝〈上濁上平濁平濁〉」 

※「聲与此同也」8 ウ 1 
「現⾝説法〈平去濁⼊フ⼊〉」11 オ 6 
「⾝分挙動〈去平濁上平濁〉」11 ウ 5 
「三⾝果德〈去上新濁平○〉」12 ウ 1 
「⾝充〈去上濁〉」15 ウ 1 
「法界之⾝（――ノ――）〈⼊平〇去〉」 

15 ウ 2 
「⽔中⽔上解ノ⾝（―――――ムカ―） 

〈平平上［上・平濁］〇上平去〉」 
16 オ 1 

「真證法⾝〈去平濁⼊去〉」16 ウ 2 
「異⾝〈平去〉」17 オ 1 
「尊特相海⾝（―トウ――ノ―） 

〈去⼊濁平上去〉」19 オ 3 
躰 

「共躰（クウタイニシテ）〈平濁平軽〉」 
※「躰」に「カル」3 オ 2 

「⽂躰（フンテイ）〈平濁上濁〉」 
※右下に「⼩□」4 ウ 1 

「共躰〈平濁平軽〉」 
※右下に「空」6 オ 7 

「躰尅性（―ニ――スレハ）〈〇⼊平カル〉」 
10 オ 7 

「躰法空〈上平上〉」12 オ 1 
「發揮名躰（ハツ―シテ――ヲ） 

〈⼊平軽去平〉」 
※「揮」に「カル」12 ウ 1 

「成妄覚躰（――ノ――）〈去濁平⼊平軽〉」 
23 オ 6 

 
〔7 車〕 

転（轉） 

「轉幽〈平去〉」2 オ 1 
「轉尺（テンシャク）〈上⼊濁〉」2 オ 7 
「⼀轉〈⼊去〉」3 ウ 1 
「轉例（テンレイ）〈平去〉」4 オ 3 
「轉例〈平去〉」6 ウ 6 
「轉得〈平⼊軽濁〉」7 オ 6 
「轉⽣〈平去〉」「空」7 ウ 5 
「轉⽣□〈平去濁◯〉」7 ウ 6 
「轉識〈平⼊〉」8 ウ 4 
「轉王宝器（――ノ――）〈去上平上〉」 

9 ウ 5 
「四智轉得〈平平平⼊濁〉」9 ウ 7 
「四智轉得〈平平平⼊濁軽〉」 

※「得」に「カル」12 ウ 2 

アクセント史資料研究会『論集』XVII（2022.2）

- 152 -



29 
 

「轉識得智〈平⼊濁⼊平〉」 
※「南都興福寺」13 ウ 4 

「轉識□蔵識〈平⼊⼊平濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 4 

「以位轉識〈平上平⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識得智〈平⼊⼊平〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識業識〈平⼊⼊濁⼊〉」 
※「識」に「スム」13 ウ 5 

「轉識〈平⼊濁〉」 
※「識」に「ニコル」13 ウ 6 

「七轉識〈⼊平⼊濁〉」 
※「識」に「ニコル」13 ウ 6 

「⼼轉⽣（―ノ――）〈○平○〉」 
※「空義」14 ウ 1 

「⼼轉⽣〈○平去〉」 ※「⽞□」14 ウ 1 
「位移轉故（―イテンスル〇）〈○上平○〉」 

18 オ 8 
軽（輕） 
「□尔輕慢〈○平濁去[平・去]〉」17 オ 2 
軰 

「上三軰〈平濁上平〉」24 オ 3 
「中三軰〈去上濁平濁〉」24 オ 3 
「下三軰〈平濁去平〉」24 オ 3 
輪 

「⽉輪顯□（――ケン―）〈⼊去平去濁〉」 
11 ウ 1 

「果輪圓⾜（―リン――） 
〈平［去・フ⼊］去○〉」14 オ 3 

「同⼀⽉輪〈〇〇⼊濁去〉」16 ウ 3 
輙 

「輙尓〈平濁平〉」 
※右下「古本如此」3 オ 6 

「輙尔〈平濁平〉」 
※「古本ハ如此」17 オ 1 

〔7 辛〕 

辞 

「⾔辞句逗（コン――トウ） 
〈去濁平濁○平〉」11 オ 4 

 
〔7 辰〕 

辰 

「星⾠〈［上・平］［去・平］〉」7 オ 5 
 
〔7 辵〕 

迂 

「迂廽（ウヱ）〈平平〉」 
※「⽞同連續モ如此ヨム也」6 オ 6 

近 

「隣近〈去平濁〉」1 オ 5 
「習近（シフコン）〈フ⼊濁平濁軽〉」 

※右下「近〈去濁〉」、下「⽞義两種外
□ノ⽂□也」4 オ 3 

「近〈去濁〉」4 オ 3 
「愛慢為四親近（―――メ―――） 

〈平去〇平去平濁〉」16 ウ 6 
迦 

「阿迦尼吒天〈上上上上上〉」 
※「⽞同⼗⼀⽉⼗七□ノ問申也」5 オ 4 

「薩迦耶⾒（サツカヤケン）〈⼊上濁上上〉」 
9 ウ 5 

「迦葉佛〈上上⼊濁〉」 
※「南都」14 オ 4 

「迦葉佛〈上上⼊濁〉」 
※「摩尼」「⽞同」14 オ 4 

「迦葉婆佛〈上上上濁⼊濁〉」 
※「⽞同」14 オ 4 

述 

「述成〈⼊濁去濁〉」3 オ 5 
迹 

「□迹〈上〔上・⼊軽〕〉」2 ウ 7 
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「所居圡本迹異也（――ノ―ト――――）
〈平上〇平⼊濁〇〇〉」 

※「如來⼀切處〈平〉也」15 ウ 5 
「⾏迹（カウシヤク）〈去[上・⼊]〉」 

※「⾏迹〈去⼊〉（カウセキ）」17 ウ 3 
「⾏迹〈去⼊〉（カウセキ）」17 ウ 3 
送 

「傳送識〈平濁平⼊〉」 
※「識」右下「スム」「⽞同」14 オ 6 

「傳送識〈○平⼊〉」 
※「⽞同」24 オ 7 

退 

「進退（――トモニ）〈去平濁〉」3 オ 5 
「六□退〈〇〇平軽〉」 

※「退」に「カル」10 オ 1 
「天退⼊胎⽣胎下⽣ 

〈去平⼊去⼊去平濁去〉」24 オ 2 
追 

「為令追⽅終古〈○○上上去上〉」 
※「終」に「スム」23 ウ 2 

迷 

「迷⽤（メイ―スル）〈去平軽〉」 
※「⽤」に「カル」2 オ 6 

「⼆迷〈上上〉」 
※「⽞義□□注⽂也」4 オ 7 

「迷⽤（―スル―ニ）〈去平軽〉」6 ウ 6 
「迷情〈去上濁〉」6 ウ 7 
「迷途（メイト）〈◯平〉」 

※「⽞同」7 ウ 2 
「親迷〈去平濁〉」17 ウ 8 
「重迷〈平濁去〉」17 ウ 8 
「迷謬（メイメウ）〈去平〉」18 オ 4 
「出迷〈⼊○〉」18 オ 8 
造 

「造⽞海雲〈去濁上濁上平〉」19 ウ 7 
速 

「速疾陰秘〈⼊⼊平平軽〉」11 ウ 5 
通 

「通妨〈去〇〉」6 オ 2 
「據全通論〈上上濁去上〉」8 ウ 6 
「通果無記〈去〇上平濁〉」9 オ 5 
「久已通達〈去上濁平上〉」9 オ 6 

※「久」に「久已通達〈上上平平〉 
ヨムコヱ此ヒノキ也」 

「流通頌（――ノ―）〈上上平濁〉」 
※「或⼈通ハニコル⼀義有□」10 オ 1 

「宗通⽤（シウノツウ―）〈去上平〉」 
10 オ 6 

「蔵通別圓〈平濁去⼊濁去〉」10 ウ 1 
「通達三乗〈上⼊濁上上濁〉」10 ウ 2 
「出宗通⽤（―テシウ――ニ） 

〈〇去上平軽〉」16 オ 1 
※「出」の左下に「⼆」 

「猛炎幽通〈平平去上濁〉」16 ウ 2 
「通別円□〈去○上○〉」18 ウ 1 
「通教（ツケウ）〈上平濁〉」23 オ 4 
途 

「⼤途〈去平〉」 
※「⽞同」「都同之」1 ウ 6 

「通途〈〇上濁〉」6 オ 2 
「迷途（メイト）〈◯平〉」 

※「⽞同」7 ウ 2 
「多途（タツ）〈上平濁〉」 

※「〈上平〉ノ間未決之」7 ウ 4 
「⼆途不摂〈平上濁上フ⼊〉」9 ウ 7 
「義⾨多途〈平濁去上上〉」 

※「⽞同」「⻑享⼆正⽉⼗七」14 ウ 5 
逗 

「⾔辞句逗（コン――トウ） 
〈去濁平濁○平〉」11 オ 4 

連 

「⻑聲連讀〈上上平⼊濁軽〉」12 オ 1 
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進 

「進歩（シンホスル）〈平平軽〉」 
※「歩」に「カル」2 ウ 7 

「進退（――トモニ）〈去平濁〉」3 オ 5 
「信進慙等〈平平去濁〇〉」15 ウ 6 
運 

「運出（――シテ）〈平⼊軽〉」 
※「出」に「カル」3 オ 1 

過 

「過去〈[上・平][平・平軽]〉」1 ウ 2 
「過去〈平平〉未來〈平去〉過來〈上平〉

ノ相□〈去平濁〉 過未〈上平〉倶ニ
⼤都此機徹ニヨム也」1 ウ 2 

「過去〈平平〉未來〈平去〉過來〈上平〉
ノ相□〈去平濁〉 過未〈上平〉倶ニ
⼤都此機徹ニヨム也」1 ウ 2 

「過去〈平平〉未來〈平去〉過來〈上平〉
ノ相□〈去平濁〉 過未〈上平〉倶ニ
⼤都此機徹ニヨム也」1 ウ 2 

「離過顯德〈上平平⼊軽〉」 
※「空同」13 ウ 6 

達 

「先達（―タチ）〈去⼊濁〉」1 オ 6 
「久已通達〈去上濁平上〉」 

※「久已通達〈上上平平〉ヨムコヱ 
此ヒノキ也」9 オ 6 

「久已通達〈上上平平〉」9 オ 6 
「通達三乗〈上⼊濁上上濁〉」10 ウ 2 
道 

「道機〈平濁上濁〉」1 オ 5 
「道宗〈平去〉」2 オ 4 
「道宗⾃然（――ノ――）〈平濁去平濁去〉」 

8 オ 7 
「教道法⾨（――ノ――）〈平平濁フ⼊去〉」 

9 ウ 3 
「知識教道（――ノ――）〈上⼊去平濁〉」 

9 ウ 6 
「易⾏道〈上平濁平濁〉」10 オ 5 
「歴道〈〇平濁〉」10 ウ 4 
「中道正観〈去平濁平平濁軽〉」 

※「観」に「ニコル」12 オ 2 
「道⾥法羯⼆万（――ホカツノ――） 

〈平濁平軽フ⼊⼊平去〉」 
※「⾥」に「カル」15 オ 2 

「道儀〈平濁平軽濁〉」 
※「儀」に「カル」18 オ 3 

「道悟〈平濁平濁〉房」21 オ 5 
遍 

「兩遍〈上上〉」2 オ 6 
「六⼤普遍〈⼊平濁平平〉」 

※「⽞同」「不□替也」8 ウ 5 
「識⼤普遍〈⼊◯◯平〉」 

※「⽞同」8 ウ 6 
「普遍六⼤（――ノ――）〈平平⼊平濁軽〉」

※「⼤」に「カル」8 ウ 6 
「遍知院〈平上濁平〉」12 ウ 2 

※「知〈平〉⽞義今度ハ替也」 
遊 

「遊観無漏〈上上上平〉」13 ウ 3 
「花遊院〈上上平〉」21 オ 6 
違 

「差違〈上上〉」4 ウ 4 
「不敢遣（違）越〈上○上○〉」23 ウ 1 
遠 

「遠⾏地〈去平濁◯〉」8 オ 2 
「墻壁遠⽅（シヤウヘキ――） 

〈去［上・⼊軽］平去〉」12 ウ 2 
「淨影寺思遠（―――ノ――） 

〈○○○平去〉」20 ウ 7 
遣 

「能遣〈去上〉」3 オ 5 
「所遣〈平去〉」3 オ 5 
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「所遣〈平去〉」   ※「⽞同」4 ウ 5 
「遣□（―ソクス／（左）ケンシンス） 

〈平平軽濁〉」17 ウ 1 
遮 

「遮情〈上上濁〉」1 オ 3 
「遮⼆詮⼀〈平平上［上・⼊］〉」 

※「⼼⽉輪被尺之時」14 オ 2 
「遮⼆詮⼀〈上平上⼊〉」14 オ 3 
適 

「適化（チヤツケ）〈⼊平軽〉」 
※「化」に「スエルカル」4 オ 3 

遷 

「超遷（テウセン）〈○平〉」19 ウ 4 
「遷改〈平去濁〉」6 オ 3 
遺 

「遺塵（イチン）〈平去濁〉」6 ウ 3 
※「此ハ空―指⼼抄ノ時仰ラルヽ也」 

暹 

「濟暹（サイセン）〈平去〉」20 オ 5 
「濟暹〈平上〉」 ※「古本⽞」24 ウ 2 
「濟暹〈平去〉」 ※「摩尼」24 ウ 3 
還 

「⼼相還⽣〈○平去濁上濁〉」11 ウ 5 
「還来穢国〈去濁上上⼊〉」12 ウ 4 
「還成喧乱（――クワンラン） 

〈去濁上濁平平〉」22 ウ 5 
邊 

「邊域（ヘンイキ）〈去上〉」2 ウ 7 
「邊邊〈平去〉」  

※⼀字⽬に「去」、「⽞同」3 ウ 6 
「邊邊〈平去〉」 

※⼀字⽬に「去」、「⽞同」3 ウ 6 
「両邊〈上上〉」6 ウ 6 
「⼀邊〈⼊去〉」17 オ 4 
 
〔7 邑〕 

邑 

「⾢居（イフ―）〈上平濁〉」1 ウ 1 
那 

「阿那含地〈平平去濁平濁〉」 
※「已下同之」5 オ 6 

邪 

「邪不⼆聚〈上濁上平平濁〉」22 オ 6 
耶 

「頼耶〈上上〉」13 ウ 6 
都 

「都名〈上上〉」 
※「⽞□□□□□時」7 オ 7 

「都名〈上平〉」    ※「摩尼」7 オ 7 
「南都〈平上〉助（スケ）ノ得業（トク 

コフ）〈⼊フ⼊濁〉」21 オ 5 
部 
「頞部曇（アフトン）〈平平濁平濁〉」 

5 ウ 3 
「犢⼦部〈⼊濁◯平濁軽〉」 

※「部」に「カル」8 オ 3 
「部⾏〈平濁上濁〉」18 オ 6 
「全部（センフ）〈上濁平濁〉」19 ウ 4 
 
〔7 酉〕 

配 

「相配〈平去〉」1 オ 5 
「分配〈平濁去〉」2 オ 3 
「配尺（ハイシヤク）〈去⼊〉」4 オ 2 
「配解（ハイケ）〈去平濁〉」4 オ 2 
「配當（ハイタウ）〈上上〉」4 オ 4 
「分配説⽂〈平濁去⼊去〉」9 オ 3 
 
〔7 釆〕 

釈（釋） 

「字事随釈⼆⾨〈上濁平濁去濁⼊○○〉」 
※「古同」23 ウ 7 
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〔7 里〕 

里 

「⽆⼆主道⾥法羯⼆万（―――――ホカ 
ツノ――）〈上平平平濁平軽フ⼊⼊平去〉」   

※「⾥」に「カル」15 オ 2 
「唯⾥⾮事〈去平上平濁〉」24 オ 5 
重 

「重⾔〈平濁上濁〉」1 オ 5 
「重々智明（――ノ――）〈去濁上濁平上〉」 

9 オ 7 
「⼀重法倒（――ノホツタウ） 9 ウ 4 

〈⼊上濁⼊平軽〉」※「倒」に「カル」 
「階位重数（――ノチウシユ） 

〈上平去濁平〉」10 ウ 2 
「三重幻〈去上濁平濁〉」11 オ 5 
「左右三重（サウ――）〈平平去上濁〉」 

11 ウ 1 
「第⼀重〈平濁⼊上濁〉」11 ウ 3 
「第三重〈平去上濁〉」11 ウ 4 
「第四重〈○平上濁〉」11 ウ 5 
「五重結護（――ケツコ）〈平濁上濁⼊平〉」 

11 ウ 7 
「⼗六重⽞〈フ⼊濁⼊上濁上濁〉」12 ウ 4 
「四重⼗重〈平平濁⼊濁平濁〉」 

※「⽞同此□□名⽬也」12 ウ 6 
「四重⼗重〈平平濁⼊濁平濁〉」 

※「⽞同此□□名⽬也」12 ウ 6 
「第三重〈平濁去上濁〉」13 オ 4 
「五重唯識〈平濁上濁上⼊〉」13 オ 7 
「五重唯識（――ノ――）〈平濁上濁去⼊〉」 

13 オ 7 
「重如⽉殿〈去濁上⼊濁去濁〉」13 ウ 2 
「重障〈平濁平軽〉」 

※「障」に「カル」15 ウ 4 
「第三重〈平濁去上濁〉」15 ウ 5 
「五重不⽣〈上濁上濁上上〉」17 ウ 2 

「重迷〈平濁去〉」17 ウ 8 
「⼆重⽇也（――ノ――）〈平上濁○○〉」 

19 オ 7 
「光明⼭重誉（――ノセンノテウヨ） 

〈去上上平平〉」20 オ 4 
「淺影重（―――テ）〈平平軽〇〉」 

22 ウ 2 
「五重問答（――ノ―タフ） 

〈上濁上濁平⼊〉」24 オ 4 
「重誉（テウヨ）〈平平〉」24 ウ 2 
野 

「採樵野⼈（――ノ――） 
〈上平[上・平][平濁・去軽]〉」19 ウ 6 

量 
「劫量（コウリャウ）〈フ⼊平〉」2 ウ 3 
「正量部〈平平◯〉」8 オ 4 
「經量部〈去上◯〉」8 オ 4 
「三事⽐量〈去上濁平平〉」12 オ 1 
 
〔8 金〕 

金 

「⾦⾔（―コン）〈平上濁〉」6 オ 1 
「⾦剛宝蔵〈去上濁平平濁〉」9 ウ 2 

※「⽞云⽥各題ノ時計如此也論議時ハ 
⾦剛宝蔵〈去上濁平平濁軽〉也」 

「⾦剛宝蔵〈去上濁平平濁軽〉」9 ウ 2 
「⾦剛薩埵〈去上濁⼊上〉」 
※「薩」に「サ」、「埵」に「タ」10 ウ 6 
「⾦翅⿃〈去上濁上〉」16 ウ 1 
「⾦剛喩三昧〈去上濁平上平〉」18 オ 5 
釼 

「繁釼（ハンシ□）〈去濁上濁〉」4 オ 3 
鈍 

「五鈍使〈平濁平濁上〉」10 オ 5 
「五鈍〈平濁平軽濁〉」2 オ 3 

※「依所鈍〈平軽濁〉重クヨム也」 
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「依所鈍〈平軽濁〉重クヨム也」2 オ 3 
「五鈍五利〈平濁平濁平濁平軽〉」 

※「利」に「カル」24 ウ 3 
「五利五鈍〈平濁平軽平濁平軽濁〉」 

※「利」「鈍」に「カル」24 ウ 3 
「五利五鈍〈平濁平平平軽濁〉」 

※「鈍」に「カル」24 ウ 3 
鉄（鐵） 
「鐵塔中〈⼊フ⼊上〉」19 ウ 3 
鉢 

「鉢羅奢佉（ハラシヤキヤ）〈上上上上〉」 
5 ウ 3 

銭（錢） 
「錢穀〈平⼊〉」17 オ 4 
錯 

「錯乱〈⼊去〉」2 ウ 3 
「錯綜（サクタウ）〈⼊平〉」17 ウ 6 
錄 

「貞元錄（――ノ―）〈平平濁⼊輕〉」 
19 ウ 5 

鍵 

「樞鍵〈平去〉」7 オ 2 
鎔 

「鎔融〈去上〉」「容同」1 ウ 7 
鏌 

「⽢鏘鏌耶〈去平⼊濁上〉」9 ウ 6 
鏘 

「⽢鏘鏌耶〈去平⼊濁上〉」9 ウ 6 
鐘 

「鐘⾕（セウコク）〈平軽⼊〉」 
※「⾕」に「⼊」2 オ 2 

「掩⽿鳴鐘（ヱンシノメセウ） 
〈上上濁平平〉」※「⽞同」13 オ 4 

「鳴鐘（メイセイ）〈平上〉」21 ウ 6 
「⾮偸鳴鐘（――ムニ――ヲ）〈○○平平〉」 

24 オ 4 

「掩⽿鳴鐘（ヱンシノメイ―ヲ）〈平平〉」 
24 オ 5 

〔8 長〕 
長 

「⻑短〈平上濁〉」1 ウ 5 
「増⻑〈去濁平濁〉」1 ウ 6 
「⽣⻑〈去平濁〉」2 オ 3 
「資⻑〈上上濁〉」2 ウ 2 
「⻑夜〈去濁上〉」  ※「⽞同」7 オ 6 
「⻑三句〈上去平濁〉」10 ウ 2 
「⻑聲連讀〈上上平⼊濁軽〉」12 オ 1 
「⻑短⼆尺（―――ノ―）〈平上濁○⼊〉」 

12 オ 2 
「⻑聲讀之（チヤウシヤウトクシ） 

〈平平⼊濁上〉」12 オ 6 
「⻑短⽅圓〈去濁上去上〉」 

※「⽞同」13 ウ 7 
「⻑短⼆□□（―――ツノ――） 

〈平上濁○○○〉」※「⽞同」13 ウ 7 
「⻑夜受苦〈上濁○平濁○〉」 

※「⽞同□通□ニ聴聞スル也」14 オ 1 
「万國君⻑（――クン―） 

〈去濁［上・⼊軽］平軽上〉」 
※「君」に「カル」15 ウ 5 

「⻑境〈去濁平〉」17 オ 4 
「⻑（チヤウ）〈平軽〉スル」19 オ 1 

※「⻑」に「カル」、「涅槃ヲ⻑ 
〈平軽〉スル」 

「⻑⽔⼦瓉（――ノシサン）〈平上上平〉」 
20 オ 5 

「⻑時四相（――ノ――）〈去濁上濁平平〉」 
22 ウ 4 

 
〔8 門〕 

門 

「観⾨〈平去〉」2 オ 3 
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「⼀⾨〈⼊去〉」 ※「⽞同」2 ウ 4 
「教⾨〈平上〉」2 ウ 5 
「法⾨⽞極〈フ⼊去〇⼊濁〉」9 ウ 3 
「教道法⾨（――ノ――）〈平平濁フ⼊去〉」 

9 ウ 3 
「癈詮⾨〈平去上〉」10 オ 2 
「三⼤⾨〈去上濁上〉」10 オ 6 
「三却⾨〈去上濁上〉」10 オ 6 
「普⾨法界〈平去⼊濁平〉」11 オ 4 
「智⾨五義（――ノ――）〈平上○平濁軽〉」 

※「義」に「カル」11 オ 5 
「千問⼀〈去上⼊〉」11 オ 7 
「依詮⾨〈上上上〉」12 オ 3 
「廢詮⾨〈平去上〉」12 オ 5 
「悟情⾨〈平濁去濁上〉」 

※「⽞義」13 オ 6 
「六染⾨〈［上・⼊］平濁上〉」 

※「⽞同」14 オ 7 
「義⾨多途〈平濁去上上〉」 

※「⽞同」「⻑享⼆正⽉⼗七」14 ウ 5 
「⼼内三點法⾨〈去平去平濁フ⼊去〉」 

15 オ 6 
「性浄圓明之三點ノ法⾨也   15 オ 6 

〈平平濁去上〇去平濁フ⼊去〇〉」 
「觀⾨〈平去〉」17 オ 3 
「⼗法⾨（シツ――）〈⼊濁フ⼊去〉」 

18 オ 1 
「他⾨〈上平〉」19 ウ 7 
「摂得義⾨（――ノ――）〈⼊⼊平濁去〉」 

22 オ 4 
「頼樹⼆⾨科（ラシユノ―――） 

〈上平濁平去上〉」22 ウ 2 
「三⾨科〈去上上〉」22 ウ 3 
「法⾨幽□（――ノ――）〈フ⼊去上〇〉」 

22 ウ 8 
閉 

「閉⼫（ヘイシ）〈平平〉」5 ウ 3 
間 

「間雜〈去フ⼊濁〉」 
※「尺ニハ替也」1 ウ 7 

「間烈〈去⼊〉」 
※「烈」の右下「セリ」2 ウ 1 

「間雜〈去フ⼊濁〉」13 ウ 1 
「⼈間（シンカン）〈平濁平軽〉」 

※「間」に「カル」19 ウ 5 
「⼀堂九間〈⼊上濁上上〉」22 ウ 7 
開 

「開明〈去上〉」2 ウ 3 
「開⼝發聲〈平上上平〉」9 オ 6 
闕 

「闕減〈⼊上濁〉」2 ウ 3 
 
〔8 阜〕 

防 

「所防〈平平〉」18 オ 6 
阿 

「阿迦尼吒天〈上上上上上〉」 
※「⽞同⼗⼀⽉⼗七□ノ問申也」5 オ 4 

「阿那含地〈平平去濁平濁〉」 
※「已下同之」5 オ 6 

「五阿義（コアノ―）〈上濁上〉」20 オ 3 
陀 

「須陀洹地〈上上濁上平濁〉」 
※右「已下同之」5 オ 5 

陁 

「斯陁含地（――コン―） 
〈平上濁上濁平濁〉」5 オ 5 

「須陁會天苻同ノ⾝〈上上濁平上平上〇〉」 
15 オ 8 

限 

「期限〈平濁平軽濁〉」 
※「限」に「カル」2 オ 2 
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「定期限〈〇平濁平濁カル〉」 
※「限」に「カル」10 オ 5 

除 

「除疑天⼥〈上濁上濁上平〉」11 ウ 4 
「除蓋障〈上濁上平〉」13 オ 5 
院 

「外三院〈平濁去平〉」10 オ 4 
「遍知院〈平上濁平〉」 

※「知〈平〉⽞義今度ハ替也」12 ウ 2 
「花遊院〈上上平〉」21 オ 6 
陰 

「陰上無⼈空（ヲン―――ノ―） 
〈平平濁上上〇〉」10 ウ 5 

「速疾陰秘〈⼊⼊平平軽〉」11 ウ 5 
陵 

「訶陵弁弘（―レウノ――）〈○平平濁平〉」 
20 ウ 1 

階 

「階降（カイカウ）〈平平軽濁〉」 
※「降」に「カル」1 オ 3 

「階級（カイキウ）〈去上〉」4 オ 5 
「階位（カイイ）〈上平〉」4 オ 5 
「四階（シカイ）〈平去〉」4 オ 5 
「次階〈平上〉」7 オ 3 
「階次不同〈〇平上上濁〉」9 ウ 1 
「階位重数（――ノチウシユ） 

〈上平去濁平〉」10 ウ 2 
「四⼋⼀階（――イツカイ）〈平⼊⼊去〉」 

22 ウ 7 
降 

「階降（カイカウ）〈平平軽濁〉」 
※「降」に「カル」1 オ 3 

随（隨） 

「随經演義不敢遣越 
〈去濁上平平濁上○上○〉」23 ウ 1 

「集義随⽂〈平濁平濁去濁上〉」 

※「古同」23 ウ 7 
「字事随釈⼆⾨〈上濁平濁去濁⼊○○〉」 

※「古同」23 ウ 7 
「随⽂散説〈去濁上平⼊濁〉」24 オ 5 

※「⽂段テハ随⽂散説云 此ハ略題ノ 
時⽃也 ⽞義」 

「觸境隨⼀（ソク―ノ――）〈⼊平去濁⼊〉」 
※「⽞義」17 オ 7 

隔 

「隔歴〈⼊⼊〉」16 オ 2 
「勝劣懸隔（――□ンカク）〈平⼊平⼊濁〉」 

23 オ 3 
際 

「三際〈去平〉」6 ウ 1 
「合宿際光（カツシユクノサイハヒカリ） 

〈⼊濁⼊平カル〇〉」 
※「際」に「カル」10 ウ 6 

「三性⼀際ノ〈去平濁⼊平〉」15 オ 6 
障 

「無障□⼒〈上平平濁去〉」12 ウ 5 
「除蓋障〈上濁上平〉」13 オ 5 
「障㝵乃㝵〈平平濁○平〉」14 オ 6 
「障㝵乃㝵〈平平濁○平〉」14 オ 6 
「治輕障（―――ヲ）〈〇〇平〉」15 ウ 1 
「⼀闡提等重障（――――ノ――） 

〈〇〇〇〇平濁平軽〉」 
※「障」に「カル」15 ウ 4 

「煩悩破障〈去濁平平平〉」22 ウ 5 
「所知懐障〈平上平平〉」22 ウ 6 
隣 

「隣近〈去平濁〉」1 オ 5 
「隣次〈上平〉」1 オ 6 
 
〔8 隹〕 

集 

「集起〈⼊濁平〉」 
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※「⽞同三細七⼋ノ時聴聞之」7 ウ 2 
「集得（シフ―）〈フ⼊⼊軽〉」 

※「得」に「カル」17 ウ 8 
「表制集（――シフ）〈平去フ⼊〉」 

※「集」に「スム」19 ウ 5 
「集義随⽂〈平濁平濁去濁上〉」 

※「古同」23 ウ 7 
雄 

「雌雄〈上平〉」17 ウ 7 
雅 

「雅訓（カクヰン）〈上濁平〉」 
※「古本如此」6 オ 7 

雑（雜） 

「雜乱〈フ⼊濁上〉」1 オ 7 
「間雜〈去フ⼊濁〉」 

※「尺ニハ替也」1 ウ 7 
「和雜〈平フ⼊濁〉」3 オ 3 
「雜乱〈フ⼊平軽〉」4 ウ 4 

※「經〈フル〉□□〈平軽〉カルニ」 
「雜類⾝〈フ⼊濁平上〉」4 ウ 7 
「交雜〈去⼊濁〉」7 オ 2 
「前後交雜〈去濁平濁去⼊濁〉」 

※「⽞空同」13 オ 7 
「間雜〈去フ⼊濁〉」13 ウ 1 
雌 

「雌雄〈上平〉」17 ウ 7 
難 

「難勢（ナンセイ）〈平平軽濁〉」 
※「勢」に「カル」1 ウ 3 

「初難〈上平〉」6 オ 3 
「能難〈去平〉」7 オ 4 
「難思〈去上〉」7 オ 5 
 ※「思」に「スム」、「⼼⽉ヒ尺時聴聞 

□」 
「極難地〈⼊去◯〉」8 オ 2 
「世智弁聡難〈平平平濁平濁平軽〉」 

※「難」に「カル」 14 ウ 6 
「⼀⽚難等⾔置故經云（―ヘンノ――ノ

―ヲ――――） 
〈⼊去平軽平上濁〇〇去平〉」 

※「⽞同」 「難」に「カル」16 オ 2 
「難問〈平平軽〉」21 ウ 7 
「例難〈平平〉」輕重依處 21 ウ 8 
離 

「絶離〈⼊濁平〉」1 ウ 4 
 ※「依處ニ離〈平軽〉ハカルニヨム也」 
「依處ニ離〈平軽〉ハカルニヨム也」 

1 ウ 4 
「離垢〈上平〉」8 オ 1 
「離質⾹（――ノ―）〈上⼊濁去〉」 

10 オ 1 
「已離欲〈平上⼊〉」10 オ 4 
「離過顯德〈上平平⼊軽〉」 

※「空同」13 ウ 6 
「離相凡凡（――――スル）〈上平平平〉」

※「⻑享元」「⽞同 ⼊⾨□益ノ時聞ク
⼗⽉晦⽇」                 14 ウ 5 

「⼆浄ト者本來清浄離垢清浄也 
〈〇〇〇平去上〇上平上平濁〇〉」 

※「⻑本同之」15 オ 4 
「即三界處離三界處 

〈⼊去平濁平上上平濁平〉」15 オ 5 
「離相丸丸（――――シテ）〈上平平平〉」 

22 オ 6 
 
〔8 雨〕 

雨 

「⾬露⽔⼟〈上平平平濁〉」17 ウ 1 
雪 

「雪⼭（セツセン）〈⼊去〉」8 オ 5 
雲 

「雲霧（ウンム）〈平平〉」2 ウ 4 
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「無雲天〈上上上濁〉」5 オ 3 
「法雲地〈平去◯〉」8 オ 3 
「造⽞海雲〈去濁上濁上平〉」19 ウ 7 
「⽞雲〈去濁平〉」 

※「⽉成〈⼊濁去濁〉房」「⽇ハワルキ
也」21 オ 7 

雷 

「雷同〈平上濁〉」 
※「儡同〈平去濁〉古本」6 オ 4 

曇 

「瞿曇仙等〈上上濁平平〉」16 ウ 7 
霍 

「霍霍呼〈⼊⼊平〉」16 オ 7 
「霍霍呼〈⼊⼊平〉」16 オ 7 
霧 

「霧〈平軽〉」※「霧」に「カル」18 オ 3 
「雲霧（ウンム）〈平平〉」2 ウ 4 
「軽霧⽉輪（キヤウムノ――）〈〇平〇〇〉」 

10 ウ 4 
露 

「⾬露⽔⼟〈上平平平濁〉」17 ウ 1 
 
〔8 靑〕 
静 

「打静聲（チヤウセイシヤウ）〈平去上〉」 
23 オ 2 

 
〔8 非〕 
非 

「倶⾮〈上上〉」4 ウ 4 
「佛形⾮佛形〈⼊濁上濁上⼊濁上濁〉」 

15 オ 7 
「⾮⽣万タラ〈上上上上濁上〉」17 オ 4 
「亦⾮業繋（――コフケ）〈⼊上フ⼊濁平〉」 

22 オ 7 
 

「⾮業繋相⼨（―コフ―ノ――） 
〈〇〇平〇〇〉」※「ト云也」22 ウ 1 

「唯⾥⾮事〈去平上平濁〉」24 オ 5 
「唯事⾮理〈去平濁上上〉」24 オ 5 
 
〔9 面〕 

面 

「如⾯會（――クワイ）〈○平○〉」 
23 ウ 2 

 
〔9 韋〕 

韋 

「⾱揉（―シウ）〈上平濁〉」5 ウ 1 
「⾱紐（イチウ）〈上去〉」5 ウ 1 
 
〔9 頁〕 

頂 

「如来頂相〈上上平平〉」11 オ 6 
須 

「須陀洹地〈上上濁上平濁〉」 
※右に「已下同之」5 オ 5 

「須陁會天苻同⾝（――――――ノ―） 
〈上上濁平上平上〇〉」15 オ 8 

順 

「灵巌寺順曉（リヤウカンノ――） 
〈平去濁○平濁上〉」20 オ 2 

頌 

「流通頌（――ノ―）〈上上平濁〉」 
※「或⼈通ハニコル⼀義有□」10 オ 1 

預 

「預流七⽣（―――シヤウ）〈平上⼊上〉」 
11 オ 4 

頓 

「頓證菩提〈平平上濁○〉」12 ウ 5 
「頓證仏位〈平平濁⼊濁平〉」12 ウ 5 
※「⽞云説草ノ時⻑□如此ヨマレ□也」 
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「終頓⼆教〈去濁平平平〉」 
※「⽞同」24 オ 4 

頑 

「⽡⽯頑然無知〈平濁⼊去濁平濁上上〉」 
23 ウ 3 

頞 

「頞部曇（アフトン）〈平平濁平濁〉」 
5 ウ 3 

頼 

「頼耶〈上上〉」13 ウ 6 
「頼⼼〈平去〉」21 オ 5 
「頼圓〈平去〉」 

※「任教〈平平〉房」21 オ 6 
「頼豪〈平去濁〉」 

※「⾏⼼房」21 オ 7 
「頼樹⼆⾨科（ラシユノ―――） 

〈上平濁平去上〉」22 ウ 2 
頻 

「頻申奮動（ヒンシン――）〈上濁平平輕〉」 
※「動」に「カル」19 オ 3 

「頻申奮動〈上上平平濁〉」 
※「頻」の左上「⽞」「⽞―」19 オ 6 

頽 

「頽⼭勢成（―――ヲ―スト）〈去平○○〉」 
※「動則有苦」23 ウ 7 

頭 

「果頭⽆⼈〈平上濁上上〉」24 オ 2 
顕（顯） 

「顕經〈平去〉」   ※「⽞同」1 ウ 1 
「顕照（―セウ）〈平去濁〉」1 ウ 4 
「顕然（―センタラハ）〈平去〉」3 ウ 4 
「所顕〈平平〉」4 ウ 5 
「喩顕〈上平〉」6 ウ 6 
「顕形衆⾊〈平去濁上⼊〉」9 オ 1 
「顕淺密深〈平平⼊去濁〉」9 オ 1 
 

「喩顕三性（――――ヲ）〈上平去平濁〉」 
10 ウ 2 

「⽉輪顯□（――ケン―）〈⼊去平去濁〉」 
11 ウ 1 

「離過顯德〈上平平⼊軽〉」 
※「空同」13 ウ 6 

「顯德顯得〈平⼊軽平⼊濁〉」 
※「⽞同」13 ウ 6 

「顯德顯得〈平⼊軽平⼊濁〉」 
※「⽞同」13 ウ 6 

「顯得⼆轉妙果（――――――ノ） 
〈平⼊濁○○○○〉」13 ウ 7 

「修⽣顯得〈○○平⼊濁〉」 
※「得」に「ニコル」13 ウ 7 

「顯得攝〈平⼊濁上〉」13 ウ 7 
「顯得⼆轉果（―――――ヲ）〈平⼊軽濁〉」 

19 オ 3 
「覚顕房（カクケン―）〈⼊去○〉」 

※「⼗輪院義⽂明⼗九五⽉ニ聞之」 
21 オ 4 

類 

「相類（サウルイ）〈上平〉」3 オ 7 
「類例（―レイ）〈平去〉」3 ウ 3 
「流類〈○平〉」4 ウ 1 
「雜類⾝〈フ⼊濁平上〉」4 ウ 7 
「䓁同流類〈平去濁上平〉」8 ウ 1 
題 

「題号〈去濁平〉」6 オ 1 
顛 

「治四顛例〈上濁平去平〉」12 オ 3 
願 

「有時願〈平上濁平濁〉」13 オ 6 
「如願〈上平濁〉」20 ウ 1 
「澄願（テウ―）〈平平濁〉」20 ウ 1 
「如願〈上平濁〉」21 ウ 1 
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〔9 食〕 

養 

「利養〈平去〉」7 ウ 3 
「五供養〈平濁平平〉」11 オ 3 
饒 

「不饒益〈上上⼊〉」12 オ 2 
「能囲饒〈去上平〉」12 ウ 4 
「所囲饒〈平上平〉」12 ウ 4 
 
〔9 首〕 

首 

「⽴破⾸尾〈去平上上濁〉」11 オ 1 
「⼗六菩薩⾸（――ノ――ノ―ニ） 

〈〇〇〇〇○○平〉」15 ウ 2 
 
〔9 香〕 

香 

「離質⾹（――ノ―）〈上⼊濁去〉」 
10 オ 1 

「即質⾹〈〇〇〇〉」10 オ 1 
「⾹氣（カウ―）〈去上〉」17 ウ 4 
 
〔10 馬〕 

馬 

「兎⾺（トメハ）〈上平〉」2 オ 5 
「⽺⾺神〈去平平濁〉」10 オ 6 
馮 

「馮據（―コ）〈上平〉」3 ウ 5 
 

〔10 骨〕 

體 

「⼤體〈去上〉」3 ウ 7 
 
〔10 高〕 

高 

「⾼断（カウタン）〈平上〉」6 オ 5 

「宗家⾼断（――ノ――）〈去上濁平上〉」 
9 オ 5 

「聖智特⾼（――ノ――）〈平平⼊濁去〉」 
※「⾼」に「スム」9 オ 6 

「聖智特⾼（――トツカウ）〈平平⼊濁去〉」 
22 ウ 8 

「種性⾼勝（――カウ―）〈平平濁去平〉」 
※「⼈名也」23 オ 5 

「更深弥⾼〈去濁上濁○上〉」 
※「⽞同」24 オ 6 

 
〔10 髟〕 

髪 

「⽑髪〈去⼊〉」7 オ 2 
髣 

「解尺髣髴〈〇〇平上濁〉」9 オ 4 
※「髴」の左「ニコル」、右「摩尼」 

髴 

「解尺髣髴〈〇〇平上濁〉」9 オ 4 
※「髴」の左「ニコル」、右「摩尼」 

鬢 

「鬢蘂（ヒンスイス）〈上濁上濁〉」2 ウ 1 
 
〔11 鳥〕 

鳥 

「⾦翅⿃〈去上濁上〉」16 ウ 1 
「能印⿃（――ノ―）〈去平平〉」21 ウ 4 
「⿃跡（―シヤク）〈平⼊〉」21 ウ 4 
鳴 

「掩⽿鳴鐘（ヱンシノメセウ） 
〈上上濁平平〉」※「⽞同」13 オ 4 

「鳴鐘（メイセイ）〈平上〉」21 ウ 6 
「⾮偸鳴鐘（――ムニ――ヲ）〈○○平平〉」 

24 オ 4 
「鳴鐘（メイ―ヲ）〈平平〉」24 オ 5 
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〔11 鹿〕 

麁 

「麁⾔耎語（ソコンナンコ） 
〈上上濁上上濁〉」11 ウ 2 

「麁現也〈上平濁〇〉」15 ウ 6 
「麁現⾏相〈上平濁去濁平〉」 

※「⾏」に「形歟」17 ウ 4 
「麁⼦（ソシ）〈上上〉」21 ウ 8 
 
〔11 麻〕 

麻 

「□縄⿇〈〇上〉」 
※「□⿇ト□□□」10 オ 1 

 
〔12 黒〕 

黑 

「黑⽉〈⼊○〉」「⽞同」4 オ 7 
點 

「⼼内三點法⾨〈去平去平濁フ⼊去〉」 
15 オ 6 

「性浄圓明之三點ノ法⾨也 
〈平平濁去上〇去平濁〇フ⼊去〇〉」 

15 オ 6 
「五點五智如來（――――ノ――） 

〈上濁平平濁平上上〉」16 ウ 3 
「⼀點〈○平〉」3 ウ 1 

※右下「轉」左下「輕重依處也」 
黨 
「偏黨（ヘンタウ）〈去平〉」19 ウ 7 
 
〔13 黽〕 

鼈 

「伏鼈出⿐并之義 
〈○⼊濁⼊軽上濁上濁○○〉」 

※「古本如此」23 ウ 3 
 

〔14 鼻〕 

鼻 

「伏鼈出⿐并之義 
〈○⼊濁⼊軽上濁上濁○○〉」 

※「古本如此」23 ウ 3 
 
〔16 龍〕 

龍 

「⼩⿓〈平去〉」6 オ 1 
「⼤⿓（―リウ）〈平濁去〉」6 オ 1 
「⼆⿓（―リウ）〈平去〉」21 ウ 5 
「更無別⿓（―――リウ）〈○○⼊濁去〉」

23 オ 4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
補遺 

〔2 厶〕 
去 

「蕑去〈◯平〉」7 オ 2 
〔3 廴〕 
建 

「建南（ケンナン）〈去上〉」5 ウ 3 
〔3 口〕 
問 

「知問〈上上〉」3 ウ 6 
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